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『

晋
書
』

王

戎

伝

訳

注

小

　
　

松

　

英

　

生
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王

戎

　
　

　
　

　
　

　
 

　
　
　
　
　
　
　

 

　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
 

悟

麩
鱗
軈
黔
搬

鞍
繍
蹴
鞴
鰯
蠹

鑼
飜

磁

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
坤

　

　
 

戲
，

猛

獸
在
檻
中
琥
吼

震
地

，

衆
皆
奔
走

，

威
獨

立

不

動
，

紳
色
自
若

。

魏
明

帝
於
閣
上

見
而

奇
之

。

叉

 
嘗
與
羣
兒

嬉
於
道
側

，

見

李
樹
多
實

，

等
輩
競
趣
之

，

城
獨
不

往
。

或
問
共

故
，

戎

目．
．

「

樹
在
道
邊
而

多

子
丿

必

苦
李
也

。

」

取
之

信
然

。

　
　

賦
與

饗
友

・

鏖
＋
五

，

農
静
貪

ザ
籍
二

義
・

而

髓
之

交
・

蘿
毎

讓
・

俄

頃

輒
去

，

過
覗

城
，

良
久
然

後

出
。

謂
輝
日

「

謄
榊
清
賞

，

非

卿
倫
也

。

共
卿

言
，

不

如

共

阿

戎
談

。

」

及

 

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　
 

障
卒
於

鯨
州

，

故
吏
賻
鱠

數
百

萬
，

威
辭
而．
不

受
，

由
是
顯
名

。

爲
人

短
小

，

任
率
不

修
威

儀
，

善
發
談

　
　

 

　
　
　
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

 

　
　

　
　

　
　

朝
賢

嘗
上
巳

禊
賂

丿

或
問
庄
臍
日

．．

「

昨
游

有
何
言
談

？
〕

臍
日

．．
「

張

華
善
読

史
漢

3

裴

端
，

賞
共
要

會
。
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類
論
前

言
往
行

・

嚢

無
晟
談

ぽ
、

匿
之

間
，

超

墾
著

．

」

驀
鑿
者
所

賞
如
此

．

　

ザ
嘗
與

阮

籍
飮

，

時
院

囲
刺
吏

嚠
隈
字

陰
在
坐

，

籍
以

酒
少

，

酌
不

及

啝
，

匯
無
恨
色

。

誠
異

之
，

他
日

間

籍
日

．．
「

彼
何
如

人

也
？

」

答
日

．．
「

勝

陰
，

不
可

不

與

飮
，

若
滅

医
傑

，

則
不

敢
不
共

飮．
，

惟

公

等
不

額
・

」

 

阪

舞
籍
爲
竹
林
之

游
，

域

覆
至

。

簪
．．

「

俗
物
已

復

叢
人

意
。

」

成

篝
、

．

卿

講

灘
鼈

灘
齢

鼕
農
暑
窘一

影
栗
恃
』

・

裴
功

難
保
之

難

稲

擁
驪
燕
騨
黐

轢
繋
難
谿
製
雛
雛
咤

麗

　
　
　
　

 

　
　
 

　
　
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
　
 

武
昌

，

呉
賂
楊
雍

、

孫

逑
、

江

夏
太

守
嚠
槻
各
率
衆
詣

成
降

。

陜
督
大
軍

臨

肛
，

炭
牙

門

塒
猛
臨
以

廝

鄰
隷

堕
俣

劇
馴
豊

縣

侯
，

置
李

鮨
，

賜

絹

李
譜

　
　

戎
渡
江

，

綏

慰

新
附

，

宣
揚

威
惠

。

険
光
祿

勳

擦
膵

方
直

，

不

容

酷
朝

，

稱

疾
歸
家

。

賊
嘉
共

清

節
表

薦
之

・

詔
拜

偉
爲
議
郎

，

以

二

千

石
祿

肇
ハ

身
．

開
土

悦
服

。

 

徴

爲
侍
中

．

誕

騾
太
守

圜

黶

戎
醗
中
細
布
五

＋

端

箏
隸

瓢
粛
知
而

未

廼

馨
不

坐
・

然

馨
尤
之

・

帝
謂
朝
臣

巨
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「

成
之

爲
行

，

豈
懷
私
苟
得

，

正

當
不
欲

爲
異

耳
」

帝
雖
以

是
言
釋
之

，

然

爲

清
愼
者
所

鄙
，

由

是
損
名

。

　

　
　

　

　
　
　

　

　
　

　

　
　
　

　

　

 

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
 

　
　

　
　

　
　

 

　

　

誠
在
職
雖
無

殊
能

，

而

庶
績
修
理

。

後
遷
光

祿
勳

、

吏

部
尚
書

，

以
母

憂
去

職
。

性
至

孝
，

不

拘

禮

　

　
　

　

　
　
　

　

　
　

　

　
　
　

　

　
　
　

　
　

 

制
，

飮
酒
食
肉

，

或
觀
奕
棊

，

而

容
貌
毀

悴
丿

杖

然

後
起

。

裴
頓
往
弔
之

丿

謂
人

日
．．

「

若

使
一

慟
能

傷
人

，

濬

架
熱
性
之

譏

也
・

」

％
和
嬌
亦
居

釜
・

以

禮

法

勘
副
米
而

食
・

哀
毀
不

踰
於

戎
・

靜

鄭

臀
．．

「

和
嬌
毀
頓
過
禮

・

使
人

憂
之

・

」

毅
日

．
．

「

轎

雖

夢
苫
食
粥

轟
生

孝
耳

・

至
於

王

戎
・

所

張
死
孝

・

　

　
　

　

　
　
　

　

　
　
 

陛
下

當

先
憂
之

。

」

戎

先
有
吐

疾
丿

居
喪

垉
甚

。

帝

遣
醫
療
之

丿

拜
賜

藥
物

2

又

斷
賓
客

。

　

調

隧
執
政

郵
柔
傅

・

駿
誅
之

後

譜
安
公

輦
斷

刑

賞
・

威
震
外
内

・

戎
誠

暫
夷
事

之

後
，

宜
深
遠
之

。

」

緜
不

從
，

果

得
罪

。

 

轉
中

書
令

，

加

光

祿
大

夫
冫

給

恩
信
五

十
人

。

 

遯

両
書
左

僕

射
，

領
吏
部

。

　

　
　

　

　
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

　

　

賊
始
爲
甲
午
制

丿

凡
選

舉
皆
先
治
百

姓
，

然
後

授
用

。

司

隸

傅
成

奏
戎

，

日
．．

「

書
稱
『

三

載

考
績

，

三

考
黜

陟
幽
明
』

。

今

内
外
羣

官
，

居
職

未
朞
而

戎
奏
還

，

既
未
定
其

優

劣
，

且

迭
故
迎

新
，

相

望
道
路

，

　

　
　

　

　
　
　

　

　
　

　

　
　
　

　

 

　
　

ー

巧

詐
由
生

，

傷
農
害
政

。

威
不

仰
依

曉
瞬
典
謨

，

而

驅

動
浮

華
，

虧

敗
風

俗
，

非
徒
無
盆

，

乃
有

大
損

。

毫

讒
官

，

以

鰲
俗

謎

農
廓
通
親

，

竟

得
不

 
轟
司

徒
．

呈
政

嬉
，

苟
媚
取

容
，

屬

愍

懷
太

子
之

廢
丿

竟
無
一

言
匡
諌

。

　

　
 

　
　
　

　
　
　
 

　
　
　
　
　
　
 

　
　
　

　

 

　

　
　
　
　
　

 

　

　

陵
」

噸
，

賊
之

壻
也

，

噸
誅

丿

城
坐

免

官
。

擠
−

圧

冏
起
義

，

孫

秀
錬
戚
於
城

内
，

趙
王

倫
子

欲
取

戎
爲
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雛
 

籬
轜
蘚

継
鸛
醵

艶
融
飜
返

黙
擁

糶
離

孤

糾
合

義
兵

丿

掃

除
元

惡
丿

臣

子
之

節
，

信
著

祕
明

。

 
二

王
聽

讒
，

造

構
大
難

，

當

頼
忠
謀

，

以

和
不

協
。

卿
其

善
爲
我

籌
之

。

」

戎
日

．．
「

公

首
舉

義
衆

，

匡
定

大
業

，

開
闢

以

來
，

未
始

有
也

。

然
論
功
報

賞
，

不

及

有
勞

，

朝
野

失
望

，

人

懐
貳
志

。

今
二

王

帶
甲
百

萬
，

其

鋒
不

可
當

，

若
以

王

就

第
，

不
失

故
爵

。

委
權

崇
譲

・

此
求

安
之

計
也

・

」

冏

謀

臣

瀞
旗
怒
日

．．
「

驍
以

來
，

王

公

就
第

，

寧
有

得

保
妻
子

乎
，

馨
可

斬
。

」

於

是
百

官
震
悚

，

戎
僞

藥
蛮

墮
廁

，

得
不

及

祠
。

盛
膜
方
亂

拶
伯
玉

之

爲
人

嘱
舒
卷

，

壽

篝
 
經

鍵

嘱
進
寒
素

，

退

虚
名

，

但
與

霪
沈

，

磊
門
選

而

巳
．

轟
司

徒
，

雖

位
總
鼎
司

，

要
喉
案

．

課
小

馬
，

從
便

　
　
　

　

　
　

　

　
　
　

　

　
　

　

　
　
　

　

　
　
　

　
　
　

　

　
　
　

性
好
興

利
丿

廣
收
八

方
園

門
而

出

游
，

見

者

不
知

其
三

公

也
。

故
吏
多

至

大

官
，

道
路
相

遇

輒
避
之

。

果
碓

・

周

偏
天

下
・

積

纂
錢

・

不

知

紀
極

幽
自
執
牙

籌
・

晝

蛋
計

，

恒
若

歪
．

要
観
嗇

，

不

墓
養

・

天

下

人

謂
之

膏
盲
之

疾
・

〆
適
裴

領
，

貸
錢

幾
，

久
而

盡
．

女

後

讐
，

威
色
不

悦
，

女

遽

還
直

・

然

後
乃
歡

・

 

從

子
將

婿

盛

麹
衣

・

婚
訖

簧
叢

・

 

家

有

好
李

，

常
出

貨
之

，

恐

人

得
種

，

恒

鑽
其

核
。

以
此

護
譏
於

世
。

　
　
　

　
　

共
後
從
帝
北
伐

，

王

師
敗
績
於
蕩
陰

，

戎

復
詣
榔

，

隨
帝
還

賂
陽

。

車
駕
之

西
遷
也

，

賊
出
奔
干
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ぜ
在
危

難
之

問
・

饕
鋳

・

雙
自
若

・

未

薯
懼

容
時
召

墾
・

歡

娯

沓
・

贈
興
二

舞

于
郊
縣

丿

時
年
七
十
二

丿

諡
日

元
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

　
　

戎
有
人

倫
鑒
識

丿

嘗
目

山

濤
如
璞
玉

渾
金

丿

人

皆
欽

其
寶

，

莫
知

名

共
器，

，

王

衍
榊
姿
高
徹

丿

如

瑤

　
　

I
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

i
　
　

　
　

　
　
　

　

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　

 

林
瓊
樹

，

自
然

是
風

塵
表
物

。

謂
裴
領
拙
於
用

長
，

苟
勣
工

於
用

短
，

陳
道

寧

緩
綾
如

束
長

竿
研

族
弟

 

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

 

敦
有
高
名

，

戎
惡

之
。

敦
毎
候

戎
丿

輒
託

疾
不

見
。

敦
後
果
爲
逆

亂
。

共
鑒
賞
先
見

如
此

。

嘗
經
黄
公

酒
櫨
下
過

丿

顧

謂
後
車
客
日

「

吾

昔
與

稽
叔
夜

、

阮
嗣
宗
酣
暢

於
此

♪

竹
林
之

游
亦

預
共

末
。

自
稽

、

阮

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

 

云

亡
丿

吾

便
爲
時
之

所
羈
紲

。

今
日

親
之

雖

近
♪

邀

若
山
河
」

初
丿

孫

秀
爲
琅
邪

郡

吏
冫

求
品

於

郷
議

。

戎
從
弟
衍
將

不

許
丿

戎
勸
品

之
。

及

秀
得
志

丿

朝
士

有

宿
怨

者
皆
被
誅

，

而

戎
、

衍
獲

濟
焉

。

　
　
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
　
　
　
　
　

 

　
　

子

萬
♪

有

美
名

。

少
而

大

肥
♪

戎

令
食
糠
而

肥

愈
甚

。

年
十
九

卒
。

有
庶
子

興
丿

戎

所
不

齒
。

以

 
從
弟
陽
卒
太

守

惜
子

爲
嗣

。
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鬥

現
代
語
訳
〕

　

王

戎
、

字
は

濬
沖

、

琅
邪
の

臨

沂
県
の

出
身
で

あ

る
。

祖
父
の

王

雄
は

、

幽
州
刺
史

。

父
の

王

渾
は
、

涼
州
刺
史
で

、

貞
陵

亭
侯
で

あ

っ

た
。

王

戎
は

幼
い

こ

ろ

か

ら

才
知

に

ひ

い

で
、

人

品

も

す

ぐ
れ

て

立
派
だ
っ

た
。

太
陽
を
見
つ

め

て

瞬
か

な
い

の

を
裴

楷
が

見
て
、

「

戎

の

眼
は

爛
々

と
し

て

い

て
、

巖

下
の

稲
妻
の

よ
う
だ
」

と

評
し

た
。

六
、

七

歳
の

こ

ろ
、

宣

武
場
で

闘
技
を
見
た

が
、

猛
獣
が

檻
の

中
で

地
を

震
わ

す
ほ

ど

に

哦
え

た

て

る

と
、

大
勢
の

者
は

み

な
走
っ

て

に

げ

た
の

に
、

王

戎
だ

け

は

そ
こ

に

立
っ

た

ま

ま

動
か

ず
、

驚
く

気
色

も
な

か
っ

た
。

魏
の

明

帝
は

閣
上

か

ら

そ

れ

を
見
て

、

並
の

子

供
で

は

な
い

と

思
っ

た
。

又

あ

る

と

き
、

多
く
の

子
ど

も
た

ち
と

道
傍
で

遊
ん

で

い

て
、

た

く
さ

ん

実
を
つ

け

た

李
の

木
を
見
つ

け

た

が
、

仲

間
は

み

な

争
う
よ

う
に

こ

の

木
に

駆
け

寄
っ

た

の

に
、

王

戎
だ

け

は

往
か

な
か

っ

た
。

或
る

人
が

そ
の

理

由
を
た

ず
ね
る

と
、

戎
は

、

「

樹

が

道
ば

た

に

あ

る
の

に

実
が

た

く

さ

ん

な
っ

て

い

る
の

だ
か

ら
、

き

っ

と

苦
い

李
だ

よ
已

と

言
っ

た

が
、

取
っ

て

み

る

と

そ
の

通
り

で

あ

っ

た
。

　

阮

籍
は

（

戎
の

父
の
）

王

渾
と

友
達
で

あ
っ

た
。

王

戎
は

十
五

歳

で
、

王

渾
に

つ

い

て

官

舎
に

い

た
。

王
戎
は

阮

籍
よ

り

二

十

歳
も

若

か
っ

た

が
、

阮
籍
は

王
戎
と

付
き

合
っ

た
。

阮
籍
は

、

王

渾
の

と
こ

ろ
に

行
く
と
、

い

つ

も
す
ぐ
に

引
き

揚
げ
て

王

戎
の

と

こ

ろ
に

会
い

に

行
き

、

し

ば

ら
く
居
て

か

ら
帰
っ

た
。

　
（

阮
籍
は
）

王

渾
に

、

「

溶

沖
は

高
尚
で

君
の

た

ぐ
い

で

は

な
い

ね
。

君
と
話
す
よ

り

は
、

戎
君

と

話
す

方
が

た

の

し

い

よ
」

と

言
っ

た
。

王

渾
が

涼
州
で

死
ぬ

と
、

む

か

し

の

役
人
た

ち
が

数
百
万
の

香

奠
を
贈
っ

た
が

、

王

戎
は

断
っ

て

受
け

と

ら
な
か

っ

た
。

そ

の

こ

と

で

（

王

戎
の
）

名
が

ひ

ろ
ま
っ

た
。

　
（

王

戎
は
）

小

柄
で

あ
っ

た

が
、

ふ

る

ま
い

は

大
胆

で

礼
法
に

従
う
気
な

ど

さ

ら
さ

ら

無
か

っ

た
。

話
し

好
き

で

話
題
に

事
欠
か

な

か

っ

た

が
、

話
の

つ

づ

ま
り

は

き

ち
ん

と
つ

け

て

い

て

聞
く
人

を
う

な
ら
せ

て

い

た
。

三
月
上
巳

、

朝
臣
た

ち

が

洛
水
の

ほ
と

り

で

み

そ

ぎ

遊
び
を
し

た
こ

と

が

あ
っ

た

が
、

あ

る

人
が

王
済
に

、

　
「

昨
日
の

遊
び
で

は

ど

ん

な
話
が

あ
り

ま

し

た

か
匚

と

聞
く

と
、

王

済
は

、

「

張

華
は

「

史
記
』

や

『

漢
書
』

の

こ

と

を

話

し

て

う

ま

か
っ

た

で

す

ね
。

裴

顧
は

古
え

の

聖

賢
の

言
行
を
滔
々

と

論
じ
て
、

聴
か
せ

ま

し

た

よ
．、

王

戎
は

張
良
か

ら

季
札
と

わ

た
っ

て

話
し

ま

し

た

が
、

世
俗
か

ら

高

く

抜
き

ん

で
た

、

趣
の

深
い

話
し

ぶ

り

で

し

た
の」

と
。

物
事
を

評
価

す

る

こ

と
の

⊥
手

な

人
の

ほ

め

方

は

こ

の

よ

う

で

あ
っ

た
。

　

王
戎
は

あ
る

時
阮
籍
と
飲
ん

だ
。

そ
の

時
寛
州
刺
史
の

劉

昶
字
は

公
栄
が

そ
の

場

に

居
合
せ

た
。

阮
籍
は

酒
が

少
な
い

の

で
、

劉
昶
に

は

酒
を
つ

が

ず
、

劉

昶
も
不

満
な

色
を

み

せ

な
か

っ

た
。

王

戎
は

い

ぶ

か

し

く

思
っ

で
、

後
日

阮
籍
に

、

　
「

あ
の

方
は

ど

ん

な

人

な
の

で

す

か
‘

と

質
ね

た

と

こ

ろ
、

阮
籍
は

、

　
「

公
栄
に

勝
る

人

物
と
は

飲

ま

ね

ば
な

ら
ぬ

。

公

栄
よ

り

お

ち
る

人

物
で

も
、

し
か

し

飲
ま

な
い

と
い

う

わ

け

に

は
い

く

ま
い

。

だ

が

公

栄
と
だ

け

は

飲

ま

な
い

で

も

よ
い

の

だ
已

と

答
え

た
。

王

戎
は

阮
籍
と

竹

林
の

遊
び

を
す

る

こ

と
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に
、

い

つ

も
そ
の

集
り

に

遅
れ

た
。

阮

籍
は
、

　
「

俗
物
が

ま

た

遅
れ

て

き

て

人
の

気
分
を
こ

わ

す
」

と

い

う

と
、

王
戎
は

笑
っ

て
、

　
「

あ

な
た

の

よ

う

な
お

方
の

気
分
で

も
、

や

は

り

壊
れ

易
い

も
の

な
の

で

す

ね
」

と

言
っ

た
。

　

鍾
会
が

蜀
を
討
伐
に

行
く
と

き
、

王

戎
の

と
こ

ろ
に

別
れ

を
い

い

に

立

ち
寄
り
、

は

か

り

ご

と
は

ど
の

よ
う

に

行
う
の

が

よ

ろ

し
か

ろ

う
、

と

相
談
し

た
。

王

戎
は
、

　
「

道
象
の

こ

と
ば

に
、

　
『

為
し

て

時

ら

ず
』

と

い

う
の

が

あ

り

ま

す
。

勝
つ

こ

と
は

た

や

す
い

こ

と
、

あ

と

を

保
つ

こ

と

が

難
し
い

の

で

す
」

と

言
っ

た

が
、

鍾
会
が

失

敗

す

る

と
、

議

す

る

者
は

（

王
戎
の

こ

と
ば

を
）

先
を

よ

く

読
ん

だ

こ

と

ば

だ

と

思
っ

た
。

　

父
の

爵

位

を

継
ぎ

、

相
国
の

掾
と

し

て

召

さ

れ
た

。

つ

い

で

吏
部

黄
門
郎
、

散
騎
常

侍、

河
東
太

守
、

荊

州
刺

史
と

歴

任

し

た

が
、

役

人

を
使
っ

て

園
宅
に

手

を
入

れ

さ

せ

て

咎
め

ら

れ
、

免

官
と

な

る
べ

き

と

こ

ろ
、

詔
が

あ
っ

て

金
で

罪
を

許
さ
れ

た
。

豫
州

刺
史
に

転
任

と

な

り
、

建
威
将
軍
を
加
え

ら
れ
、

詔

を
受
け

て

呉

を
討
伐
し
た

。

（

咸

寧
五
年
〈
二

七

九

〉
十
一

月
）

王
戎
は

参
軍
の

羅
尚
と

劉
喬
に

先

鋒
を
率
い

ら
せ

、

武
昌
に

進
攻
し

た

が
、

呉
の

将
揚

雍
、

孫
述

、

江

夏

太

守
劉
朗
ら

は
、

そ

れ

ぞ
れ

衆
を
率
い

て

王

戎
の

と
こ

ろ
に

や

っ

て

き

て

降
伏
を
し
た
．
、

王

戎
は

大
軍
を
率
い

て

長

江
に

せ

ま
っ

た
。

呉
の

牙

門

将
孟

泰
は
、

一

塹
春

、

邦
の

二

県
を
も
っ

て

降

伏
し
た

。

呉

が

平
定
さ

れ
、

　
（

王
戎
は
）

爵
位

を
安
豊
県
侯
に

進
め

、

邑
六

千．
尸

が

増
俸
と

な
り

、

絹
六

千

匹
を

賜
は
っ

た
。

（

太
康
元

年
〈
二

八

〇

〉

五

月
）

　

王

戎
は

江

を
渡
り
、

新

た

に

帰
順
し

た

者
を

安
心

さ
せ

、

天

F
の

威
光
と

恩

恵
を
広

く
（

江

南
に
）

知

ら
し

め

た
。

呉
の

光
禄
勳

石
偉

は

方
直
の

人
で

、

孫

皓
の

朝
に

仕
す

る

を
潔
し

と
せ

ず
、

疾
と

称
し

て

家
に

帰
っ

た
。

王
戎
は

そ
の

清
廉
潔
白
の

態
度
に

感
動
し

、

表
を

奉
っ

て

石

偉
を

推
薦
し

た
。

詔
あ
っ

て

石

偉
を
議
郎
に

任
じ

、

終
身

二

千
石
の

禄

を

与

え

た
。

荊
土
の

人
々

は

悦
び

帰
服
し

た
。

　
（

王

戎

は
）

徴
さ

れ

て

侍

中
と

な
っ

た
。

南
郡

太

守
劉
肇
が

王

戎
に

筒
中
細

布

五

十

端

を
賂

し
、

司

隸
校
尉
に

追
求
さ

れ

た
が
、

そ
れ

と

感
づ

い

て

品

物

を

受
け

と
っ

て

い

な
か

っ

た
の

で
、

罪
せ

ら

れ

な
い

で

す

ん

だ一、

し
か

し

な
が

ら

議
す

る

者
は

そ

れ

を

と

が

め
た

、

武
帝
は

朝
臣

た

ち
に

、

　
「

モ

戎
の

す

る

二

と
だ

、

私

利

私

欲
か

ら

理
に

合
わ

な
い

も
の

を

軽
々

し

く

手
に

入
れ

る
こ

と
は

な
い

。

無
論
不

実
を

働
こ

う

な

ど

考
え

て

は
お

ら
ぬ
已

と

言
っ

た
。

帝
が

こ

の

発
言
を
し

て

王

戎

を
許
し
た

け

れ

ど

も
、

し
か

し

清
廉
で

慎
み

深
い

人

た

ち
に

は

さ

げ

す

ま
れ

る
こ

と
に

な

り
、

そ
の

名
に

続
が

つ

い

た
。

　

王

戎
は

、

官

職
に

在
っ

て

格
別
の

能

力
が

あ
っ

た

わ

け

で

は

な
い

が
、

多

く
の

実

績
が

と

と
の

っ

て

い

た
。

後
、

光

禄

勳
、

吏

部

尚

書
に

遷
っ

た

が
、

母
の

喪
の

た

め

職
を
離
れ

た
。

こ

の

⊥

な
い

親

孝

行
の

ひ

と

で
、

礼
制
に

と

ら
わ

れ

ず
、

酒
を
飲
み

肉

を
食
べ

、

ま

た

囲
碁
を

観

る

な

ど
し

て

は
い

た

が
、

顔

は

や
つ

れ
、

杖
に

よ

り

か

か

っ

て

や
っ

と

立
つ

と
い

う

よ

う

で

あ
っ

た
。

裴

顧
が

弔
問
に

往
っ

て
、

あ

る

人
に

語
っ

て
、

　
「

も

し

今
ひ

と
た

び

慟
哭
さ

せ

る

よ

う

な
こ

と
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が

あ
っ

た

ら

体
を
そ
こ

な
っ

て

し

ま
う
だ

ろ

う
。

　
（

そ
う
し

た

ら
）

濬
沖
は

喪
の

た

め
に

命
を
そ

こ

な
っ

た

と

い

う

譏
り

か

ら

免
れ

ら
れ

ま
い

已

と

言
っ

た
。

同
じ

頃
和
轎
も
や
は

り
父
の

喪

中
に

あ
っ

た
。

（

こ

ち
ら
は
）

礼
法
を
き

ち
ん

と

守
り
、

米
を
量
っ

て

食
べ

た

が
、

哀
し

み

の

た

め

に

痩
せ

衰
え

た

様
子

は

王

戎
ほ

ど

で

は

な
か
っ

た
。

武
帝
が

劉

毅
に

、

　
「

和

矯
の

痩
せ

衰
え
か

た
は

礼
を
過
し

て

お

る
。

余
は

心

配
で

な
ら
ぬ

ぞ
」

と

言
う

と
、

劉
毅
は

、

　
「

和
驕
は

苫
に

寝
、

粥
を
す
す
っ

て

は

お

り

ま

す
が

、

あ

れ

は

生

孝
な
の

で

ご

ざ
い

ま

す
。

王

戎
の

方

に

な
る

と
、

こ

れ

が

所
謂
死
孝
と

い

う
も
の

で
ご

ざ
い

ま

し

て
、

陛

下
に

は

先
ず
こ

ち
ら

を
ご

心

配
な
さ

る
の

が

至
当
か

と

存

じ

ま
す
已

と

答
え

た
。

王
戎
に

は

以

前
か

ら

嘔
吐
の

病
が

あ

り
、

喪

の

間

に

そ

れ

が
一

層
ひ

ど
く
な
っ

た

の

で
、

武
帝
は

医
者
を
や
っ

て

手

当

を
さ

せ
、

并
せ

て

薬
を

賜
わ

り
、

更
に

面
会
謝
絶
と
さ

せ

た
。

　

楊
駿
が

政

を
執
る

よ

う
に

な
っ

て
、

太

子
太
傅
に

任
命
さ

れ

た
。

（

永
煕
元

年
〈
二

九
〇

〉
八

月
）

　

楊
駿
が

誅
さ

れ

て

か

ら
、

東
安

公

緜
が

刑

賞
を
独
断
で

決
め

る

よ

う
に

な

り
、

そ

の

威
は

内
外
を
震

撼
と

さ

せ

た
。

王
戎
は

束
安
公
緜
を
誠
め

て
、

　
「

大

事
の

あ

と

は
、

慎
重
に

な
さ

る

の

が

よ

ろ

し
い

か

と

思
い

ま
す
が

」

と

言
っ

た

が
、

癰
は

従
わ

ず
、

果
し

て

罪
せ

ら
れ

る

結
果
と

な
っ

た
。

　
（

王
戎
は
）

中
書
令
に

転
じ

、

光

禄
大
夫
を
加
え

ら
れ

、

恩

信

五

十
人
が

与
え

ら

れ

た
。

や

が

て

尚

書
左
僕
射
に

栄
転
し
、

吏
部

尚

書
を
兼
任
し
た

．

　

王
戎
は

「

甲
午
の

制
」

と
い

う

も
の

を

始
め
、

　
（

中
央
）

官
僚
を

選
ぶ

に

際

し

て

は
、

誰
も
が

先
ず
（

地
方

官
と

し

て
）

民

を

治
め

、

し

か

る

後
に

（

中
央
官
僚
の
）

役
に

任
じ

た
。

司

隷
校

尉
の

傅
咸
は

、

王
戎
の

こ

と

を
天
子
に

奏
上
し

で
、

　
「

『

尚

書
幅

に

『

三

年
し

て

業

績
を

考
課
し
、

そ
れ

を
三

回
行
っ

た
の

ち
、

良
い

者
を
進
め

、

悪
い

者
を
退

け

る
』

と

述
べ

ら
れ

て

お

り

ま

す
。

今
、

内
外
の

多
く
の

官

僚
は

、

職
に

あ
っ

て

任
期
を

終
え

な

い

う

ち
に
、

王

戎
が

奏
し

て

（

彼
ら

を

中
央
に

）

還
し

て

お

り

ま

す
が

、

そ
の

優
劣
を

定
め

る
こ

と

も
し

な
い

ま

ま

に
、

道
路

に

前
任

者
を

見
送
り

、

後
任
者
を
出
迎

え

て

お

り

ま

す
。

そ
う
い

う

こ

と
か

ら

巧

妙
な
不
正
が

行
わ

れ

て
、

民
の

く

ら

し
に

迷
惑
が

か

か

り
、

政
治
に

も
弊
害
が

生
じ

て

お

り

ま

す
。

王

戎
は
、

堯
・

舜
の

遺
教
に

従
う

こ

と
も
せ

ず
、

軽

薄
な
風

潮

を
か

り

立
て

て
、

風
俗
を
乱

し

ま

し

た
。

た

だ

に

無
益
で

あ
っ

た
だ

け

で

な
く

、

か

え
（、

て

大
き

な

損
失
を
生

じ

さ
せ

ま

し

た
。

王

戎
の

官
を
免
じ
て

、

風
俗
を
正
し

く

す

る

の

が

よ

ろ

し

い

か

と

存
じ

ま

す
已

と

申
し

⊥
げ

た
。

王

戎
は
、

賈
．

郭
の

両
氏
と
誼
を
通
じ

て

い

た

の

で
、

結
局
は

罪
を
受

け

る

こ

と

な

く

済
ん

だ
。

尋
い

で

司

徒
に

転
じ
た
．、

　
（

元

康
七

年
〈
二

九
七

〉
九
月
）

　

王

政
が

く

ず
れ

ん

と

す

る

形
勢
に

あ
〔

．

た
の

で
、

お

も

ね

り
へ

つ

ら
っ

て

相
手
の

気
に

入

る

よ

う

に

し
、

　
（

元
康
九

年
〈
二

九
九

〉
十
二

月
）

愍

懐
太
子
が

廃

さ

れ

る

こ

と

に

な
っ

て

も
、

つ

い

に

そ

れ

を

匡
し

諌
め

る

＝
言

も

王

戎
の

口

か

ら
は

出
な
か

っ

た
。

　

裴

顧
は
、

王

戎
の

女

壻
で

あ
っ

た
。

　
（

従
っ

て
）

裴

顧
が

誅
せ

ら

れ

た

と

き
、

　
（

永

康
元

年
〈一
二

〇
〇
〉
四
月
）

　

王

戎
も

連
坐

し

て

免
官
と

な
っ

た
。

　
（

永
寧
元

年
〈
三

〇
一

〉
三

月
）

斉
王
冏
が

（

趙
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王

倫
討
伐
の
）

義
兵

を
起
し

た

と

き
、

　
（

趙
王
倫
の

臣
）

孫

秀
は

王

戎
を

城
内
に

拘

留
し
た

。

趙
王
倫
の

子
が

、

王
戎
を

軍
師
と

し

て

壇

ろ
う
と

し

た

が
、

博
士
王

蕎
が

、

　
「

濬
沖
は

う
そ
い

つ

わ

り

が

多
い

か

ら
、

と
て

も

少
年
の

役
に

立

と

う
と
は

し

な
い

だ

ろ

う
雌

と

言
っ

た
の

で
、

そ
の

こ

と

は

沙
汰
止
み

と

な
っ

た
。

　
（

永
寧
元

年
く
三

〇

一

V
四
月
）

景
帝
が

宮

中
に

還
り

、

王
戎
を
尚
書
令
と

し

た
。

河
間

王

願
は

使
い

を
や
っ

て

成
都
王

穎
に
、

斉
王

冏
を
誅
し
よ

う
と

説
い

て

い

た
。

ふ

れ
ぶ

み

が

廻
っ

た

と
き

、

斉
王

冏
は

王

戎
に

、

　
「

孫
秀
が

反
逆
を

な
し

、

天

子

が

幽

閉
さ

れ

た
。

私
は

義
兵

を
糾
合
し

て
、

根

本
の

悪
を

掃
い

除
こ

う
と
し

た
。

臣

た

る

余
の

行
い

は
、

ま
こ

と

に

神

明

に

照
ら

し

て

も
明
ら
か

な
も
の

で

あ
る

。

　
（

河
間

、

成
都
の

）

二

王
は

、

讒
言
を

聴
い

て

大
き

な
兵
難
を
構
え
よ

う
と

し

て

い

る
。

A7

は

誠
を
尽
し

た

謀
に

よ
っ

て
、

不

協
和
の

状

態
を
和
の

状
態
に

も

っ

て

い

く
べ

き

で

あ

る
。

そ
な

た
は

余
の

た

め

に

よ
い

は

か

り
ご

と

を

考
え

て

く
れ
」

と

言
っ

た

の

で
、

王

戎
は

言
っ

た
、

　
「

君
に

は

義

兵
を

挙
げ

ら
れ

、

　
（

天

子

反

正
と

い

う
）

大
業
を
定
め

ら

れ

ま
し

た
。

開

闢
以

来
、

始
め

て

の

こ

と

で
ご

ざ
い

ま

す
。

し

か

し

な
が

ら
、

論

功

報
賞
は

労
多
き

者
に

及
ば

ず
、

朝
野
は

望
み

を
失
っ

て
、

人
々

は

二

心

を
懐
い

て

お

り

ま

す
。

今
二

王
の

帯
甲
の

兵
百

万
、

そ
の

鋒
先

に

立
ち

向
か

う
こ

と

は

で

き

ま

せ

ん
。

も

し

王

が

今
の

地

位
を
退
か

れ

る

な
ら

ば
、

も

と

も
と
の

爵
位

を
失
わ

れ

る
こ

と
は

あ
り

ま

す
ま

い
。

権
を
委
ね
譲
り

を
崇
ば

れ

る

な
ら
ば
、

こ

れ

が

安
き

を

求
め

る

一

番
の

計
で

あ

り

ま

し
ょ

う
」

と
。

冏
の

謀

臣

葛
旗
は

怒
っ

て
、

　
「

漢

魏

以

来
、

王

公

が

身

を
び

い

て

妻

子

を

保

て

た

た

め

し

が

あ
る
か

。

そ

ん

な

こ

と
を

言
う
奴
は

斬
っ

て

し

ま

え
」

と

言
っ

た
の

で
、

百

官
は

お

そ

れ

お

の

の

い

た
。

王

戎
は

と
い

う
と
、

薬
の

発

作

で

便
所
に

落
ち
た

と

偽
っ

て
、

禍
に

か

か

ら

な
い

で

す

ん

だ
。

　

王

戎
は

、

晋
の

帝
室
が

乱

れ

る

に

あ

た
っ

て
、

遽
伯

玉
の

人
と

な

り

を

慕
い

、

巻
く

も

舒
び
る

も
身
の

処

し

方
は

時
の

流
れ
に

ま
か

せ
、

直
言
し

て

憚
ら

な
い

よ

う
な

態
度
は

と

ら
な
か

っ

た
。

選

挙
を

掌
る

よ

う
に

な
っ

て

か

ら
も
、

　一

度
と

し

て

寒
素
の

人

を
進
め

た

こ

と

な

く
、

ま

た

名
ば

か

り
の

人

を
も
退

け

た

こ

と
が

な
い
・、

た

だ

そ
の

時
そ

の

時
の

な

り

ゆ

き

ま

か

せ

で
、

家
柄
に

よ
っ

て

人

物
を

選
ぶ

と
い

う

こ

と
し

か

し

な
か

っ

た
。

尋
い

で

司
徒
を

拝
命
し

た

が
、

　
（

元

康
七

年
く
二

九
七

V
九

月
）

　

三

公

を

総
べ

る

と
い

う

位
に

あ

り

な
が

ら
、

政
務
は

属
官
委
せ

で

あ
っ

た
。

ひ

ま
に

小
馬
に

乗
っ

て

通
用

門
か

ら

出

歩
い

た
が

、

見

る

者
は

そ
れ

が

三
公

で

あ
る

と
は

気
が

つ

か

な
か

っ

た
。

む
か

し

付
き

合
っ

て

い

た

役
人
の

多

く
は

大
官
に

な
っ

て

い

て
、

そ

れ

ら
に

道
で

行
き

あ

う
と

そ
の

度
に

彼
ら

を
避
け

て

会
わ

な

い

よ

う
に

し

た
。

も

と

も
と

金
儲
け

が

好
き

な
た

ち

で
、

広

く
八

方

か

ら

収
入

を
あ
げ
、

天

下
に

広
く

園
田

や

粉
ひ

き

水

車
を

も
っ

て

い

た
。

財
を
積
み

銭
を
集
め

て

と

ど

ま

る

所
を
知

ら

ず
、

な
に

か

と

あ

れ

ば

自
ら

象
牙

の

そ
ろ

ば
ん

を
と
っ

て
、

昼
と

な

く

夜
と

な

く

計
算

を
し

、

い

つ

も

足
り

な
い

な
あ

と
い

う

様
子
を
み
せ

て

い

た
。

そ
れ

に

ま

た

吝

薔

で
、

自
分
の

く
ら

し

む

き

の

こ

と

も
き

ち

ん

と

で

き

な

か

っ

た

の

で
、

世
聞
の

人

た

ち
は

そ

れ

を
手
の

つ

け

ら

れ

な
い

病

気
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だ
と

う
わ

さ

し

た
。

む

す
め

が

裴

顧
の

と
こ

ろ
に

嫁
入
っ

た

と

き
、

銭
数
万

を
貸
し

た

が
、

　
（

む

す

め

は
）

な
か

な
か

金
を
返
さ

な
い

で

い

た
。

後
に

む

す
め
が

里

帰

り

し

て

き

て

も
、

王
戎
は

う
れ

し

そ

う

な
顔

を
し

な
い

。

む

す

め

が

あ

わ

て

て

金
を
返
す

と
、

と

た

ん

に

相

好
を
く

ず
し

た
。

（

ま
た
）

甥
が

結
婚
す
る

と

き
、

王

戎
は

ひ

と
へ

も

の

の

着
物
を
や
っ

た

が
、

婚
礼
が

終
わ

る

と

あ

ら

た

め

て

代
金
を

請

求
し

た
。

　（
ま

た
）

家
に

よ

い

李
の

実
が

な
っ

て
、

い

つ

も

そ

れ

を

売
り
に

出
し

た

が
、

人

が

種
を
手
に

入

れ

る

こ

と

を
お

そ

れ

て
、

い

つ

も
そ
の

た

ね
に

錐
で

穴

を
あ

け

た
。

こ

う
い

う
こ

と

で

世

間

か

ら

は

譏
り

を
受

け

た
。

　

そ
の

後、

恵
帝
に

従
っ

て

（

成

都
王
穎
を
）

北
伐
し

、

　
（

永
興

元

年
〈
三
〇

四

〉
七

月
）

天

子
の

軍
は

蕩
陰
で

敗
れ

た
。

　
（

成

都
王

穎

は

恵
帝

を
鄰
に

迎
え
、

）

王

戎
も

ま

た

鄲
に

至
っ

た
が

、

（

八

月
）

　

帝

に

随
っ

て

洛
陽
に

還
っ

た
。

へ

十
一

月
）

恵
帝
の

車
駕
が

長
安
に

向
か

っ

た

と

き
、

王
戎
は

郊
に

出
奔
し

た
。

危
難
の

と
き

に

在
っ

て
、

じ

か

に

刃

を
つ

き
つ

け

ら
れ

よ

う

と

も
、

自

若
と

し
て

談

笑
を

続
け

、

お

そ
れ

る

気
色

も
な
か

っ

た

と
い

う
。

時
に

親
し
い

客
人

を
招
い

て
、

日

な

が

の
一

日

を
た

の

し

ん

だ
。

永
興

二

年
（
＝
．

〇
五
）

郊
県
に

薨

じ

た
。

時
に

年
七

十
二

。

諡
し

て

元

と

い

っ

た
。

　

王

戎
は

人

物
を
よ
く
見
分
け

る

眼
を
も
っ

て

い

た
。

あ
る

時
、

山

濤
を

批
評
し

て
、

「

あ
ら
た

ま
か

あ

ら
が

ね
の

よ

う

だ
。

人
は

み

な

そ

れ

を
宝
だ

と

貴
ぶ

が
、

さ
て

そ
の

器
を
ど

う

名
づ

け

て

よ
い

か

わ

か

ら

な
い
」

と

言
っ

た
。

（

ま
た
、）

「

王

衍
は
、

け

だ

か

く
す
っ

き

り

と

し
た

お

も

む

き
の

人
で

、

玉
の

林
、

玉
の

樹
の

よ

う

で

あ
る

。

自
ら．

に

し

て

世

俗

を
抜
け

出
た

人
物
で

あ

る
已

と

言
っ

た
。

　
〔

ま

た
、

）

「

裴
顧
は

長
所
を
用
い

る
の

が

下
手

、

苟
劼
は

短

所
を

用
い

る

の

が

⊥

手
」

　
「

陳
道
寧
は

長

竿

を
束

ね
る
よ

う
に

（

人

材

を
）

集
め

る
」

と

言
っ

た
。

族
弟
の

王

敦
は

高
名
で

あ
っ

た
が
、

王

戎
は

彼
を
嫌
っ

て

い

た
。

王
敦
が

王

戎
の

と
こ

ろ

に

や
っ

て

く

る

と
、

そ
の

度
に

病

気
を
口

実
に

し

て

会
わ

な
か

っ

た
。

王

敦
は

後
に

果
た

し

て

叛
乱

を

起
し

た
。

こ

の

よ

う
に
、

そ
の

人

物
が

見
抜
け

、

先
が

読

め

た

の

で

あ

る．）

あ

る

と

き
、

黄
公
の

酒
屋
の

そ
ば

を
通
り

、

ふ

り

か

え
っ

て

後
車
の

客
に

言
っ

た
、

　
「

わ

し

は

昔
毬
叔
夜
や

阮
嗣

宗
ら

と
こ

こ

で

酒
を
飲

ん

で
の

ん

び
り

し

た

も
の

だ
。

竹
林
の

遊
び
で

も
そ
の

末
席

に

あ

ず
沙

っ

て

な．、

毬
・

阪
の

二

人
が

死
ん

で

し

ま
っ

て

か

ら

と
い

う

も
の

、

わ

し

は

俗
世
に

つ

な
が

れ

て

し

ま
っ

た
。

今
日
こ

れ

を

見

る

と

近
い

の

だ

が
、

山

河
の

よ

う
に

ぱ

る

か

な
も
の

に

な
っ

て

し

ま

っ

た

よ
已

と
。

初
め

の

こ

ろ
、

孫

秀
が

琅
邪
の

郡

吏
で

あ
っ

た

と

き
、

郷
品
の

決
定
を
郷
の

中
正
に

求
め

た
。

王
戎
の

従
弟
王

衍
は

許
す
ま

い

と

し

た

が
、

王
戎
は

勧

め

て

郷

品

を
決
定
さ

せ

た
。

孫
秀
が

志
を

得
る

と
、

朝
士
の

中
で

彼
の

怨
を
買
っ

て

い

た

者
は

、

す
べ

て

誅

殺

さ

れ

た

が
、

王

戎
、

．
土

衍
は

す
く
わ

れ

た．．

　

子
の

万

は
、

評
判
が

よ
か

っ

た
。

若
い

の

に

肥
満
し

て

い

た
。

王

戎
は

彼
に

糠
を
食
べ

さ
せ

た
が

ま

す

ま
す
肥
え

た
。

十
九
歳
で

卒
し

た
。

庶
子

で

興

と
い

う
の

が

い

た

が
、

王
戎
は

籍
に

入

れ

な
か

っ

た
．

そ
れ

で

従
弟
で

あ

る

陽

平
太

守
の

惜
の

子

を
あ

と

と
り

と
し

た
。

一 35 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Society of Chinese Literature of the Middle Ages

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　of 　Chlnese 　Lrterature 　of 　the 　Mlddle 　Ages

〔

注
〕

 
琅
邪

臨

沂

徐
州
に

属
す

。

琅

邪
国

臨

沂
県

。

今
の

山

東
省
懌
県

　

　

の

東
北

。

 
祖

雄

字
は．
兀

伯
。

魏
の

太

保
で

あ
っ

た

王

祥
の
→

族
。

魏
の

文

　

　

帝
、

明
帝
に

仕
え
、

涼

郡

太

守
か

ら

幽

州

刺

史

と

な
る

。

『

魏

　

　

名
臣

奏
』

に

安
定
太
守
孟

達
の

雄

を

薦
む

る

h
奏
文
が

あ

り
、

　

　

王
雄
が

天

性

善

良
で

忠
義
の

心

厚
く

、

文

武
に

す

ぐ

れ

た

資
質

　

　

を
持
ち
、

州

郡
に

善

政

を
施
し

た

こ

と
が

述
べ

ら

れ

て

い

る
。

　

　

（

三

国

『

魏

書
』

巻
二

四
、

崔
林
伝

裴
注
）

 
父

渾

字
は

長

原
。

オ
能

、

人

望
と

も
に

備

わ

り
、

官
は

尚
書
、

　

　

涼
州
刺
史
を

歴

任

し

た
。

死
去

の

際
に

は
、

恩

義
を
受
け

た

州

　

　

郡
の

人
々

が

そ
の

徳

を
慕
っ

て

香
奠
を
贈
っ

た
が
、

そ
の

額

数

　

　

百

万
、

王
戎
は

こ

れ

を
受
け

と

ら

ず
、

こ

の

こ

と

で

名
を
顕

し

　

　

た
。

　
（

『

世
説
』

徳
行
21
、

同

劉

注

引

世
語
）

 
穎
悟

　
才
知
の

す

る

ど
い

こ

と
。

幼
少
の

尋
常

な
ら
ざ
る

賢
さ

を

　

　

評

す

る

語
。

　
『

世

説
』

賞

誉
5
劉
注

引
王
隠
晋
書
に

、

　
「

戎

　

　

少
く

し

て

清
明
暁
悟
た

り
」

と
い

う
。

 
神
彩
秀
徹

　
「

神
」

は

精
神

。

　
「

彩
」

は

風

采
。

　
「

秀
徹
」

は

ひ

　

　
い

で
て

明

ら
か

な
こ

と
。

王
戎
は

背
が

低

く
見

ば

え

の

し

な
い

　

　
人

で

あ
っ

た

ら
し

い

が
、

　
（

「

世
説
』

容
止
6
劉

注
）

そ

の

す

　

　
ぐ

れ

た

精
神
か

ら

生
ま

れ

る

気
品

に

は
、

人

を
近

付
け

な
い

も

　

　
の

が

あ
っ

た
の

で

あ

ろ

う
。

同
じ

用

例

で
、

　
『

晋
書
』

巻

六

九

　
　

周

顕
伝
に

は
、

　
「

（

顕
）

少

く

し

て

重

名

有
り

、

神

彩
秀

徹
、

　
　

　

　
　
ヒ

　

か

　
　
　

　

　
　
　

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

ら

　
　

時
輩
の

親

狎

し

き

も
の

と

雖

も
、

能

く

媒
る

る

莫
し

』

と

あ

る
。

 
視
日

不

眩

　
『

世
説
』

容
止

6
に
、

　
「

裴
令
公
（

楷
）

　

王

安
豊

　
　

〔

戎
）

を
目
し

て
、

　
『

眼
は

爛
々

と
し

て

巖
下
の

電
の

如

し
』

　
　

と
已

と

あ

り
、

そ
の

劉
注
に

、

「

王

戎

　
形
状
は

短

小

な
れ

ど

も
、

　
　

目
は

甚
だ

清

紹
に

し

て
、

日

を

視
る

も

眩
ま

ず
凶

と

あ

る
。

 
裴
楷

　
字
は

叔
則

。

河

東
聞

喜
（

山

東
省

絳
県
の

西
）

の

人
。

司

　
　

空

裴
秀
の

従
弟

。

見

識
も
あ

り

度
量
も
深
く
、

頭
の

き

れ

る

人

　
　

で

あ
っ

た
。

弱
冠
す

で

に

名
を
知

ら
れ

た
。

老
、

易
に

精
し

く
、

　
　

若
い

こ

ろ

か

ら

王

戎

と

名
を

斉

し

く
し

た
。

中
書
令

と

な
り

、

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
しセ
さ

　
　

侍

中
を

加

え
、

張
華

、

モ

戎
ら

と

機
要
を
管
ど
っ

た
。

病
に

よ

　
　
っ

て

元

康
元

年
（

二

九

＝

五

十
五

歳
で

卒
し
た

。

黄
門
侍
郎

　
　
で

あ
っ

た

王

衍
は
、

恵
帝
の

命
を
受
け

て

病
床
に

裴

楷
を
見

舞

　
　

っ

た

が
、

王

衍
は

そ
の

人

品
の

す

ば

ら
し

さ

に

心

打
た

れ

た

と

　
　
い

う
。

王

戎
と

裴

楷
と
の

交
り

は

幼
少
の

頃
か

ら

と

思
わ

れ
る

　
　
が
、

そ
の

時
期

は

明

ら

か

で

な
い

。

た

だ

『

晋
書
』

巻

四一
二

本

　
　
伝
で

は
、

王
戎
六
、

七

歳
の

記

事
の

前
に

、

こ

の

裴
楷
の

こ

と

　
　
が

あ

り
、

ま

た
、

　
『

世
説
』

賞
誉
6
に

は
、

王

戎
、

裴
楷
の

二

　
　
人
が

「

総

角
」

の

こ

ろ

に

鍾
会
の

と
こ

ろ
に

行
き
、

帰
っ

た

あ

　
　
と

客
入
が

、

さ
っ

き

の

子
ど

も
た

ち
を
ど

う

思
う
か

と

質
ね

た

　
　
の

に

対
し

、

鍾

会
が

、

　
「

裴
楷
は

清
通
〔

き

ち
ん

と

し

て

い

て

　

物
知

り
）、

王
戎
は

簡
要
（

大
ざ
っ

ぱ

だ
が

押
さ

え

る

と
こ

ろ

は

　

押
さ

え

て

い

る
）

。

あ

と
二

十

年
も

す

れ

ば
、

こ

の

二

人

は

吏

部

一 36 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Society of Chinese Literature of the Middle Ages

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　of 　Chlnese 　Lrterature 　of 　the 　Mlddle 　Ages

　

　
尚

書
に

な
る
だ

ろ

う
。

そ
の

時
に

は

天
下
に

埋
も
れ

た

人

材
は

　

　
な
く

な
る

も
の

と

期

待

し

た

い

己

と

答
え

た

と
い

う

記

事
が

あ

　

　
る

。

　
『

晋
書
』

巻
三

五
、

　
『

世
説
』

徳
行
18
劉

注

引
「

晋
諸
公

　

　
賛
」

に

伝
が

あ
る

。

 
年
六

七

議

王

戎
は

恵
帝
の

永
興
二

年
（

三
〇
五
）

に

七

十
二

歳

　

　
で

卒

し

て

い

る

か

ら
、

六

歳
は
、

魏
の

明
帝
の

景
初
三
年
（

二

　

　

三
九）、

七

歳
は

、

斉
王

曹
芳
の

正
始
元

年
（

二

四

〇
）

と

な
る

、

　

　

『

世
説
』

雅

量
5
は
、

七
歳
の

と

き
の

こ

と

と

す

る
。

 
於
宣

武
場
観

戲

　
「

宣

武
場
」

は
、

洛
陽
の

北
郊
に

あ
ハ

．

た

練
兵

　

　

場
。

　
『

洛
陽

伽
藍
記
』

巻
五

に
、

城
北
の

寺
院
を
紹
介
し

て
、

　

　

「

禅
虚

寺
は

大
夏
門

外
の

御
道
の

西
に

在

り
。

寺
前
に

閲

武
場

　

　

あ
り

。

歳
の

終
り

農
の

隙
に
、

甲
士

習
戦
し

て
、

千
乗
万

騎
、

　

　

常
に

此
に

在

り
。

…

…

中
期
の

時
、

宣

武
場
は

大
夏
門
の

東
北

　

　

に

在
り
2

と

あ

る
。

　
「

戲
」

の

模
様
に

つ

い

て

は
、

王
戎
伝

は

　

　

明
ら
か

に

し

な
い

が
、

　
『

水
経
注
』

巻
一

六
、

穀
水
注
に

引
く

　

　

「

竹
林
七

賢
論
」

に

は
、

　
「

王
戎

　
幼
に

し

て

清

秀
た
り

。

魏

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　
か

さ
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
っ
つ

　

　

の

明

帝
の

と

き
、

宣
武

場

上
に

欄
を
為
り

、

虎
の

牙

を
苞
み
、

　

　
　

　

　
　

　
げ
み

め

ず

　

　

力
士

を
し

て

祖
湯
し

て

迭

ひ

に

之
と

博
た

し

め
、

縦
ま
ま
に

百

　

　

姓

を
し

て

之
を
観
し

む
已

と

あ

る
。

ま
た

『

世

説
』

稚
量
5
の

　

　

記
述
で

は
、

　
「

魏
の

明
帝
、

宣
武
場

上
に

於
て
、

虎
の

爪
牙
を

　

　

断
ち
、

縦

ま

ま
に

百
姓
を
し

て

之

を
観
し

む
。

云

云
」

と

あ

る
、

　

　
　
「

竹

林

七

賢
論
」

の

方

は
、

人

と

虎

と
の

格
闘
で

あ

る

が
、

『

世

　

　

説
』

の

方
は

、

虎
の

爪

牙

を
断
つ

行
事
の

つ

い

で

に

虎

を
人

々

　
　
に

観

覧
さ

せ

た
の

か
、

明

ら
か

で

な
い

。

 
魏
明

帝

太

和
元
年
（

二

二

七
）

か

ら
景
初
三

年
（

二
一
二

九
）

ま

　
　

で

在
位

。

景
初一
二

年
の

正
月
に

薨
じ

て

い

る

か

ら
、

つ

ま

り

王

　
　

戎
六

歳
の

正

月
に

薨
じ

て
い

る

か

ら
、

明
帝
が

王

戎
を
見
て

異

　
　

と

す

る

た

め

に

は
、

王
戎
の

年
令
は

五
歳
以
前
で

な
け

れ

ば
な

　
　

ら

な
い

。

王

戎
の

年
令
を

是

と

す

る

な

ら
、

明

帝
は
、

斉
王

曹

　
　

芳
で

な
け

れ

ば
な

ら

な
い

。

 
嘗
与

羣
児

嬉
於
道
側

　
『

世
説
』

雅
量
4
に

同
じ

話
が

み

え

る
。

　
　

こ

こ

で

は

王

戎

七

歳
の

と

き
の

こ

と

と
し

て

い

る
。

そ
の

劉
注

　
　

に

引
く

「

名
士

伝
」

に

は
、

　
「

戎

　
是
れ

に

由
っ

て

幼
に

し

て

　
　

神
理
の

称
有
り
已

と
い

う
。

 
翫
籍

　
字
は

嗣
宗

。

陳
留
尉
氏
（

河
南

省
開
封
府
）

の

人
。

父

は

　
　

建

安
七

子
の

ひ

と
り

で

あ

る

阮
璃

。

老
荘
を
好
み

、

酒
を
嗜
み
、

　
　

善

く
琴
を
弾
く
。

大

司

馬
司

馬
懿
〔

宣
帝
）

の

従

事
中
郎
、

散

　
　

騎
常
侍
と

な
っ

た

が
、

魏
晋
の

際
、

名

士
の

多

く

が

殺
さ

れ

た

　
　

の

を

見
て

世

事
に

関
ら

ず
、

専
ら

醍
飲

を
こ

と

と

し

た
。

酒
を

　
　

目

当

て

に

歩
兵
校

尉
と

な
っ

た
、

皙
康

、

山

濤
、

王
戎
ら
と

竹

　
　

林
の

遊

を
為
し

た
。

景
元

四

年
（

二

六

三
）

冬
、

五
十
四

歳
で

　
　

卒
し

た
。

　
『

晋
書
』

巻

四
九

に

伝
が

あ

る
。

3
郎
舎

　
官
舎

。

王
渾
は

尚

書
郎
の

官
に

あ
っ

た
。

　
（

『

世
説
』

簡

　
　

傲
2
劉

注

引
「

竹

林
七

賢

論
」

）

 
戎
少
籍
二

卜
歳

王

戎
は

永

興
二

年
（

二
〇
五

）

に

七
十
二

歳
で

　
　

卒

し

て

い

る

か

ら
、

生

年
は

魏
の

明

帝
の

青
龍
二

年
（
二．
．

一

四
｝
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と

な
る

。

阮

籍
は

景
元

元

年
（

二

六

三
）

に

五

十
四
歳
で

卒
し

　
　

て

い

る

か

ら
、

生

年
は

後
漢
の

献
帝
の

建
元
十
五

年
（

二
一

〇
）

　
　

と

な

る
。

王

戎
よ

り

長
ず
る

こ

と
二

十
四

歳
。

 
籍
毎
適

渾
俄
頃

輒
去
云

云

　
『

世
説
』

簡
傲
2

劉
注
51
「

晋
陽
秋
」

　
　

ま

た

「

竹
林
七

賢
論
」

に

同

様
の

記
事
が

あ

る
。

 
及

渾
卒
於

涼
州
云

云

　

「

賻
贈
」

は

死

者
の

家
族
に

お

く
る

金
品

。

　
　

香
奠
の

こ

と
。

　
『

世

説
』

徳

行
21
に

同
様
の

記

事
が

あ

る
。

 
為
人

短
小

短
小

は

背
の

低
い

こ

と

と

と

る
。

　
『

世
説
』

容
止
6

　
　

劉
注
に

「

王

戎
形
状
短

小
」

と

あ

る
。

 
要
会

　
話

の

ま
と
め

、

要
領
と
か

要
点
の

意
。

　
『

周

礼
』

天

官
、

　
　

小
宰
に

、

　
「

八
に

曰

く
、

出
入

を
聴
く
に

要
会
を
以

て

す
。」

と

　
　

あ

り
、

そ
の

注
に
、

　
「

月
の

計
を

要
と

日
ひ

、

歳
の

計
を

会
と

　
　

日
ふ
巴

と

あ

る
。

も
と

会
計

の

し

め

に

相
当
す
る
こ

と
ば

。

『

顔

　
　

氏

家
訓

』

巻
三

勉

学
に

、

　

⊃

言
を
問
へ

ば

輒
ち
数

百
を
酬
い
、

　
　

其
の

指
帰
を

責
む
れ

ば
、

或
い

は

要
会
無
し
凶

と

あ

る
。

 
朝
賢
嘗

上
巳

禊
洛

　
こ

の

禊
事
の

時
期
は

、

元
康
＝
，

年
（

二

九

三
）

　
　
以

前
で

こ

の

年
に

近
い

数

年
の

こ

と

と

推
定
さ

れ

る
。

こ

の

禊

　
　

事
に

参
加
し

た

王

済
、

張

華
、

裴
顧、

王

戎
の

歿

年
を
み

る

と
、

　
　
王

済
が

最
も

早
く

世

を
去
っ

て

い

る
。

そ
の

時
期

は
、

父
の

王

　
　
渾
（

二

九

七
）

に

先

ん

じ
、

き

ら
に

友
人

の

孫
楚
の

歿
年
の

元

　
　
康
三

年
（

二

九

三
）

以

前
で

あ
る

。

　
『

世
説
』

傷

逝
3
に

、

王

　
　
済
の

葬
式
に

孫
楚
が

参
列
し

た

こ

と
が

記

さ

れ
、

　
「

晋

書
』

巻

　
　
τ

⊥
亠

ハ

孫
楚
伝
に

、

　一
兀

康一
二

年
（

宀

甲

華
皇
H

局

本
『

並
口

圭
日

』

校
勘
記

　
　

に

よ

る
。）

に

孫
楚
が

卒
し

た

と
の

記

載
が

あ

る
。

ま

た
、

　
『

晋

　
　

書
』

巻一
二

五

衛
玲

の

言
を
聞
く
た

び
に

琅

邪

の

王

澄
が

嘆

息
絶

　
　

倒
し

た

と

い

う

話
の

あ

と

に
、

　
「

澄
及
び

王

玄
、

王

済
並
び
に

　
　

盛
名

有
る

も
、

皆
な

玲
の

下
に

出
づ

。

世
に

言
ふ

、

　
『

王
家
の

　
　

三
子

、

衛

家
の
…

児
に

如
か

ず
』

と
』

と

あ

り
、

王

済
と

衛
畍

　
　

が

同

時
に

在

世

し

た

こ

と

を
示

し

て

い

る
。

衛
畍
は

、

永
嘉
六

　
　

年
（
コ

ニ

ニ
）

に

二

十
七
歳
で

卒
し

て

い

る

か

ら
、

孫

楚
が

卒

　
　

し

た

元

康
三

年
（

二

九一
二
）

に

は

七
歳
と
い

う

こ

と

に

な
る

。

　
　

「

衛

家
の
一

児
」

は

五
、

六

歳
の

年
令
で

は

あ
る

ま
い

か
。

従

　
　

っ

て

王

済
の

歿

年
は

、

元
康
三

年
（

二

九

三
）

に

近
い

数

年
で

　
　

あ

ろ

う
。

ま

た
、

こ

の

四
人
の

中
で

最
も

年
少
の

裴

顧
は

、

永

　
　

康
元

年
（

三

〇

〇
）

賈
后

が

廃
さ
れ

た

と

き

張
華
と

と

も

に

誅

　
　

さ

れ

て

お

り
、

そ
の

時
三

十
四
歳
で

あ
っ

た
。

こ

の

禊

事
が

行

　
　

わ

れ

た

時
、

彼
が

二

十

歳
で

あ
っ

た

と

仮
定
す
れ

ば
、

そ

れ

は

　
　

太
康
七

年
（

二

八

六
）

と

な

る
。

　
　

　
こ

の

插
話

と

同
趣
の

も
の

が

『

世

説
』

言
語
23
に

み

え

る
。

　
　

こ

こ

で
は

王

済
の

名
が

な

く
て
、

代
わ
り

に

楽
広

と

王

衍
の

名

　
　

が

み

え

る
。

 
張
華

字
は

茂
先．、

范

陽
方

城

（

河
北
省
固
安

県
の

南
）

の

出
身

。

　
　

博
聞
強

記
の

人

と

し

て

知

ら

れ

る
。

晋
の

武
帝
に

仕

え

て

中
書

　
　

令
、

呉
の

討

伐

に

功
績
を
挙

げ
て

武

帝
に

親
任
き

れ

た
。

武
帝

　
　
の

死
後

、

恵
帝
に

仕

え

て

太
子
少
傅

、

さ

ら

に

右
光
禄

大
夫
、

　
　

中
書
監
と

な
り
、

朝
廷

に

重
き

を
成
し

た
が

、

永
康
元

年
（一
二
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○

○
）

趙
王
倫
に

殺
さ

れ

た
。

六
・

r
九
歳
で

あ
っ

た
。

　
『

博

物

　

　

志
』

の

著
作
が

あ

り
、

詩
文
も
世
に

行
わ

れ
、

鍾
蠑
の

『

詩
品
』

　

　

で

は

中
品
に

そ

の

名
が

あ
る

。

　
『

晋
書
』

巻
三

十
六

に

伝
が

あ

　

　

る
。

ま
た
、

『

世

説
』

言
語
23
劉

注
引
「

晋
陽

秋
」

に

は
、

　
「

華

　

　

博

覧
洽
聞
に

し

て
、

貫
綜
せ

ざ
る

無
し
。

世
祖
（

司
馬
炎
）

嘗

　

　

て

漢
の

事
を
問

ひ

て
、

建
章
の

千
門
万
戸

に

及
ぶ

。

華
　
地
に

　

　

画
き

て

図
を
成
し

、

応

対
流
る

る

が

如
し

。

張
安
世
（

漢
の

人
。

　

　

張

湯
の

子
。

並
す

ぐ
れ

た

記

憶
力
の

持
主
で

あ
っ

た
。

官
は

大

　

　

司

馬
に

至
る

。）

も
過
ぐ
る

能
は

ず
已

と

あ
る

。

 
裴
顧

　
字
は

逸
民

。

河
東
聞
喜
の

人
。

司
空
で

あ
っ

た

裴
秀
の

末

　

　

子

で
、

王
戎
の

長

女
を
妻
と

す
る

。

（
『

世
説
』

任
誕
14
劉

注
引

　

　

「

裴
氏
家
伝
」

）

　

太
康
二

年
（

二

八
一
）

十
五

歳
で

太
子

中

　

　

庶
子

と

な

る
。

（

起

家
年
令
二

十
歳
と

い

う

通
例
か

ら

す

る

と

異

　

　

常
と

思
え

る
。）

　

賈
充
が

従

母
の

夫

（

顧
の

母
親
の

姉

妹
で

あ

　

　

る

郭

槐
が

賈
充
の

妻
。

）

で

あ
る

こ

と
が

幸
い

し

た

の

か
、

国
子

　

　

祭

酒、

侍

中、

尚

書
左
僕
射

を
歴

任
し

た

が
、

永
康
元

年
（

二

　

　

〇
〇
）

賈
后

を
廃
す
る

趙
王

倫
の

ク

ー

デ

タ
・
1

に

際
し

て
、

張

　

　
垂・

と

と

も
に

殺

害
さ

れ

た
。

一
二

十
四
歳
で

あ
っ

た
。

裴
領
は

博

　

　

学
に

し

て

す

ぐ

れ

た

見
識
の

持
主
で

あ

り
、

古
え

を

稽
み

て

よ

　

　

く

名
理
を
論
じ

た
。

世
俗
の

放

蕩
に

し

て

儒
術
を
尊
ば
な
い

風

　

　

潮

を
憎
ん

で
、

崇

有
論
を
著
し

た
．．

　
『

晋

書
』

巻
三

十
五

、

『

世

　

　

説
』

言
語
23
劉
注
引
「

晋
恵
帝

起
居
注
」

に

伝
が

あ

る
。

 
子
房

、

季
札

　
「

子
房
」

は

張

良
の

字
。

韓
の

人
。

漢
の

高
祖
の

　
　

軍
師

と

し

て
、

そ

の

深
謀
遠
慮
を
も
っ

て

し

ば
し

ば

高
祖
の

危

　
　

機
を
救
っ

た
。

漢
の

六

年
留
侯
に

封
ぜ

ら

れ
、

漢
の

十
一

年
に

　
　

は

太

子
少

傅
と

な
っ

た
。

孝

恵
帝
の

六

年
（

前
一

八

九
）

に

卒

　
　

し

た
。

　
『

史

記
』

巻
四
一

、

　
『

漢

書
』

巻

四
〇
に

伝
が

あ
る

。

　
　

「

季
札
」

は
、

春
秋
呉
の

人
。

呉

王

寿
望
の

第
四
子

。

寿
望
は

　
　

季
札
が

賢

で

あ

り
、

国
人
の

間
に

入

望
も
高
か

っ

た

の

で
、

こ

　
　

れ

に

位
を
伝
え

よ

う

と
し
た

が

譲
っ

て

受
け

ず
、

野
に

下
っ

て

　
　

農
耕
に

つ

と

め

た
。

延
陵
に

封
ぜ

ら
れ

た

の

で
、

延
陵
の

季
子

　
　

と

い

う
。

　
『

史
記
』

巻一
二

一

呉
太

伯

世
家
に

伝
が

あ

る
。

 
玄
著

　
「

玄

著
」

の

語
の

意
味
が

定
ま

ら

な
い

。

「

玄
」

を
「

絃
」

　
　

の

意
と

解

し
、

談
論
の

さ

ま

が

輝
く
ば

か

り

で

あ
っ

た

と
考
え

　
　

て

み

た

が
、

今
は

大
方
の

見
解
に

従
っ

て

「

玄
遠
」

の

意
と

解

　
　

し

て

お

く
。

 ）
戎
嘗
与

阮
籍
飲

云

云

　
こ

の

事
は

『

世
説
』

簡
傲
2
に

も
ほ

ぼ
同

　
　

様
の

記
事
が

み

え

る．．

そ
こ

で
は

王
戎
弱
冠
の

こ

と

と
し

て

い

　
　

る
。

こ

の

話
に

関
連

し

て
、

　
『

世

説
』

任

誕

4
に

は
、

劉
昶
の

　
　

飲

酒
の

こ

と

を
次
の

よ

う
に

い

う
。

　
「

劉

公

栄
は

人
と

酒
を
飲

　
　

む
に

、

非
類
に

雑

穢
す

。

人
或
ひ

は

之
を

譏
る

。

答
へ

て

曰

く
、

　
　

『

公

栄
に

勝
る

者
は

、

与
に

飲
ま

ざ
る
べ

か

ら
ず

。

公
栄
に

如

　
　

か

ざ

る

者
も
、

亦

た

与
に

飲
ま

ざ
る
べ

か

ら
ず

。

是
れ

公
栄
が

　
　

輩
な

る

者
、

又

与
に

飲

ま
ざ
る
べ

か

ら

ず
』

と
。

故
に

終
日

与

　
　

に

飲

み

て

酔
ふ
」

と
。

阮

籍
の

発

言
は

、

こ

の

劉
昶
の

言
い

草

　
　

を
ふ

ま
え

た

も
の

で

あ
る

。

劉

昶
の

伝
は

、

　
『

世
説
』

簡
傲
2
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の

劉
注
に

引
く
、

　
「

劉
氏

譜
」

に
、

　
「

昶

字
は

公

栄
。

沛
国
の

　
　

人
な
り

」

と
あ

り
、

　
「

晋
陽

秋
」

に
、

　
「

昶

の

人

と

為
り

通
達
、

　
　

仕
へ

て

竟

州
刺
史
に

至

る
」

と

あ

る
。

そ

の

余
は

劉
公
栄
が

人

　
　

物
を
見

抜
く

眼
力
を
持
っ

て

い

た
こ

と

が
、

　
『

晋
書
』

巻

四
五

　
　

武
陵
伝

及
び

巻

九

四
范
喬
伝
に

述
べ

ら

れ

て

い

る
。

雹
戎
嘗

毎
与
籍
為
竹

林
之
游
云

云

　
　
「

竹

林
之
游
」

に

つ

い

て

は
、

　
　

『

世

説
』

任

誕
1
に

、

　
「

陳
留
の

阮

籍

　
讌
国
の

愁
康

、

河
内

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　
つ

　
　

の

山

濤
、

三

人

は

年
皆
な
相
比

し
、

康
年
少
に

し

て

之
に

亜

ぐ
。

　
　

此
の

契
に

預
る

者
は
、

浦
国
の

劉
伶

、

陳
留
の

阮

咸、

河
内
の

　
　

向
秀

、

琅
邪
の

王

戎
な
り

。

七

人

常
に

竹
林
の

下
に

集
ひ
、

意

　
　

を
肆
ま

ま
に

し

て

酣

暢
す

。

故
に

世
に

竹
林
の

七
賢
と

謂
ふ
」

　
　

と

あ

る
。

ま
た

排
調
4
に

は
、

　
「

砧
・

阮
・

山
・

劉
、

竹
林
に

　
　

在

り

て

酣
飲

す
。

王
戎
後
れ

て

往
く

。

歩
兵
へ

阮
籍
）

曰

く
、

　
　

『

俗

物

已
に

復
た

来
り

て
、

人
の

意
を
敗

る
』

と
。

王

笑

ひ

て

　
　

曰

く
、

　
『

卿

が

輩
の

意
も

亦
た

復
た

敗

る
べ

き
か
』

と
」

と

あ

　
　

る
。

そ
の

劉
注
に

引
く

、

　
「

魏
氏
春
秋
」

に

は
、

　
「

時
に

王
戎

　
　

は

未
だ

俗
を

超
ゆ

る

能
は

ず

と

謂
は

る
」

と

あ
る
へ）

一

 
鍾
会
伐
蜀

　
鍾
会
は
宀

7．

を
士

季
と
い

い
、

頴
川

長
社
（

河
南
省
長

　
　

葛
県
西
）

の

人．、

魏
の

太

傅
鍾

蘇
の

末
子

。

鍾
毓
の

弟
。

中
護

　
　

軍
の

蒋
済
は

五
歳
の

会
に

あ
い
、

そ
の

眼
を
見

て

「

常
人

に

非

　
　

ず
」

と

言
っ

た

と
い

う
．、

長

じ

て

博
学．、

名
理
に

精
通

し

て

声

　
　

誉
を

得
、

秘

書
郎
か

ら

黄
門
侍
郎
に

累
進
し

た
。

諸
葛
誕
の

反

　
　

乱

を

鎮

定
す

る

に

会
の

策
略
が

奏
功
し

、

人

は

彼
を

「

子

房
」

　
　

と

呼
ん

だ
。

鎮
西
将
軍

と

な
っ

て

蜀
を
平
定
し
、

司
徒
と

な
っ

　
　

た

が
、

謀
反

し

て

誅

殺
さ

れ

た
。

時
に

咸
熙
元

年
〔

二

六

四
）

　
　

正

月
、

四

十
歳
で

あ
っ

た
。

王

戎
よ

り

長

ず
る

こ

と

九
歳

。

『

三

　
　

国
魏
書
』

巻
二

十
八

、

　
『

世

説
』

言
語
12

劉
注

引
「

魏
志
」

に

　
　

伝
が

あ
る

。

　
　

「

伐
蜀
」

は
、

魏
の

元
帝
の

景

元
四

年
（

二

六

三
）

八

月
、

洛

　
　

陽

を
出
発
し

、

十
一

月
蜀
を
降
し

た．、

王
戎
は

こ

の

年一
二

十

歳
。

 
問

計

将
安
出
　
「

は

か

り

ご

と

を
ど

う

行
え

ば

よ

ろ

し

か

ろ

う
」

　
　

と

い

う

意
か

。

醫
為
而

不

恃

　
「

自

分
の

し

た

こ

と

を
誇
っ

た

り

あ

て

に

し

た

り
し

　
　

な
い

」

と
い

う

意
。

　
「

老

子
』

の

二
、

十
、

五

十
一

、

七
十
七

　
　
の

各

章
に

み

え

る
。

（
 
襲
父

爵

　
貞
陵
帝
侯

。

官
品

は

五

品
。

 
辟
相
国
掾

　
「

相
国
」

は

丞
相
と

同
じ．．

も

と
は

丞

相
の

上
に

位

　
　
し

た

も
の

だ

が
、

時
代
に

よ
っ

て

相
国
を
改
め

て

丞

相
と
い

い
、

　
　
丞

相
を
改

め

て

柑
国
と

い

う
よ
う

に

な
っ

た
。

　
　
王

戎
が

相

国
の

掾
と

な
っ

た
の

は
、

景
元

四
年
（

二

六

三
）

十

　
　
一

月
、

司

馬
昭
（

文

帝
）

が

相
国
と

な
っ

た

時
で

あ

ろ

う
。

『

世

　
　
説
』

徳
行
F
の

劉

注
に

引
く

「

晋
諸

公

賛
」

に

は
、

そ
の

辺
の

　
　
事
情
が

や

や

詳
し

く

述
べ

ら
れ

て

い

る
。

即

ち
、

　
「

文
皇
帝

　
　
政
に

輔
す

。

鍾
会

　
之
を

薦
め

て

曰

く
、

　
「

裴
楷
は

清
通

、

王

　
　
戎
は

簡
要
な
り

』

と
。

即
ち

倶
に

辟

さ
れ

て

掾
と

為
る

已

　
へ

同

　
　
様
の

記
事
は

、

賞
誉
5
に

も
あ

る

が
、

そ
こ

で

は
二

人

は

吏

部
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郎

に

推
薦
さ

れ

て

お

り
、

登
用

さ

れ

た

の

は

裴

揩
だ
け

と
い

う

　
　
こ

と

に

な
っ

て

い

る
。

そ
の

事
に

つ

い

て

劉

孝
標
は
こ

の

記

事

　
　
が

諸
書
と

く
い

ち
が

っ

て

い

る

こ

と

を
述
べ

て

い

る
。

〉

　

起
家

　
　

年
令
は

、

王

戎
が

三

十

歳
、

裴
楷
は

二

十
七

歳
と
い

う
こ

と
に

　
　

な
る

。

 
河
東
太

守
　
「

河
東
」

は

郡
名

。

山

西
省
夏
県
の

北
。

安
邑
、

聞

　
　

喜
、

垣
、

沿…

陽
、

大
陽

、

猗
氏

、

蒲
坂
、

河
北
の

九

県
を
統
べ

、

　
　

戸
数
四
万
二

千
五

百
。

（

晋
書
巻
一

四
地
理

上
〉

 
荊
州

刺
史

晋
の

武
帝
が

踐
祚
し
た

泰
始
元

年
（

二

六

五
）

十
一

　
　

月
よ

り

あ

と
。

　
『

世
説
』

徳
行
17
劉

注
に

引
く
「

晋
諸
公
賛
」

　
　

に
、

　
「

晋
踐
祚

、

荊
州
刺

史
に

累
遷
す
」

と

あ

る

が
、

踐

祚
と

　
　

同

時
と

は

考
え

ら

れ

な
い

。

 
詔
以

驥
論
　
詔
し

て

情
状

酌

量

し

て

金
で

罪
を
償
わ

せ

る

よ

う
に

　
　

し

た

と
い

う

こ

と
。

　
『

尚

書
』

舜
典
に
「

金
も
て

贖
刑
を

作
す
」

　
　

と

あ
る

。

罪
の

疑
わ

し

い

も
の

や
、

罪
状
の

あ

わ

れ

む
べ

き

も

　
　

の

に

つ

い

て

は
、

金
を
出
し

て

罪

を

贈
わ

せ

る

刑

が

あ
（．

た

と

　
　

い

う

こ

と
。

 
遷

豫
州

刺
史

、

加
建
威
将
軍
、

受

詔

伐
呉

　
豫
州
刺
史
と

な

り
、

　
　

建

威
将

軍
を
加
官
さ

れ

た

時
期

は

明
確
で

な
い

。

　
『

晋

書
』

武

　
　

帝

紀
の

威
寧
五

年
（

二

七

九
）

十
一

月
の

と
こ

ろ
に

、

　
「

建

威

　
　

将
軍
王

戎
　
置
昌
に

出
づ
」

と

あ

る
。

こ

れ

は

詔
に

よ
っ

て

大

　
　

挙
し

て

呉
を
伐
っ

た

と

き

の

こ

と

で

あ

る
。

 
羅
尚

字
は

敬
之

。

善
く

文
を
属
り
、

劉
喬
と

と
も
に

王

戎
の

参

　
　
軍
と

な

る
。

太
康
末
に

梁
州
刺
史
と

な
り

、

永
康
元

年
（

三

〇

　
　
〇
）

十
二

弓
、

益
州
刺

史
趙
廝
が

蜀
に

反
し

た

の

で
、

代
わ
っ

　
　
て

平
西
将
軍

、

益
州

刺

史
、

西
伐
校
尉
と

な
っ

た
。

　
『

晋
書
』

　
　
巻

五

七

に

伝
が

あ
る

。

 
劉
喬
　
字
は

仲
彦

。

南
陽
の

人
。

祖
の

廣
は

魏
の

侍

中
。

秘

書
郎

　
　
で

起
家
し

建
威
将
軍
王
戎
に

引
か

れ

て

参
軍
と
な

り
、

呉
の

討

　
　

伐
に

功
を

挙

げ
た

。

御
史

中
丞
、

豫
州

刺
史

、

冀

州
刺
史
、

太

　
　

傅
、

軍
諮

祭
酒
等
を
歴
任

し
、

鎮
東
将
軍

、

豫
州
刺
史
と
し

て

　
　

卒
し

た
。

六

十
三

歳
。

　
『

晋
書
』

巻
六
一

に

伝
が

あ

る
。

 
楊
雍

伝

な
し

、

　
『

晋
書
』

王

戎
伝
に

見

え

る
の

み
。

蠶
孫
述
　
『

三
国
呉
書
』

巻
五
一
、

宗
室
伝

注
引
「

呉
歴
」

に
、

　
　

「

（

孫
）

隣
又

子

有
り
て

述
と

日
ふ

。

武
昌
の

督
、

平
荊
州
事

　
　

と

為
る

」

と

あ

る
。

霾
江

夏
太
守

劉
朗

　
「

江
夏
」

は

晋
置
く
、

湖

北
省
雲

夢
県
北

。

「

劉

　
　

朗
」

は

『

晋
書
』

王
戎
伝
の

み

に

名
が

み

え

る
。

 
孟

泰
　
『

晋
書
』

武
帝
紀
に

、

　
「

泰
始

十
年
（

二

七

四
）

七
月
壬

　
　

午
、

呉

の

平
虜
将
軍
孟

泰
、

偏

将
軍

王

嗣
等

、

衆
を
師
ゐ

て

降

　
　

る
」

と

あ
る．、

こ

の

呉
の

討
伐
は

、

威
寧
五
年
（

二

七
九
）

か

　
　

ら

太
康
元

年
（

二

八

〇
）

に

か

け

て

の

こ

と

で

あ

る
。

孟

泰
は

　
　

二

度
も

降
っ

た
の

か
。

 
薪
春
　
湖
北
省
東
部
の

長
江

北
岸
に

あ

る

嶄
春
県
西
南

。

 ・
郛
　
湖
北
省
黄
岡
県
の

西
北
十
キ
ロ

の

地
．

 
進
爵
安
豊
県
候

　
太

康
元

年
（

二

八

〇
）

五

月
の

こ

と
。
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石
偉

　
字
は

公

操
。

南
郡
の

人
。

節

操
が

固

く
、

他
人
に

動
か

さ

　
　

れ

な
い

意
志

力
が

あ
っ

た
。

孫
休
が

即
位
し

た

と

き

に
、

特
に

　
　

徴
さ

れ
、

光

緑
勳
ま

で

に

至
っ

た
。

孫
皓
が

即
位
し

て

朝
政
が

　
　

昏
乱
し

た

の

で
、

偉
は

辞
職
を

請
う

た

が

許
さ

れ

ず
、

光

緑
大

　
　

夫
に

任
命
さ

れ

た
。

呉

が

平
ら
い

だ

と

き

建
威

将
軍
王

戎
は

自

　
　

ら

偉

を
訪
ね
た

。

太
康
二

年
（

二

八
一
）

詔
し

て

偉

を
議
郎
と

　
　

な
し
、

秩
二

千
石

を
終
身
与
え

る
こ

と

に

し

た

が
、

偉
は

狂

人

　
　

を
よ

そ
お

っ

て

晋
の

爵
を
受
け

な
か

っ

た
．

年
八

十
三

、

太
煕

　
　

元

年
（

二

九
〇
）

に

卒
し

た
。

　
（

『

三
国
志
』

巻

四
八

、

三

嗣

　
　

主
伝
注

引
「

楚
国
先

賢
伝
」

）

 
孫
皓

字
は

元
宗

。

呉
郡
富
春
（

浙
江

省
富
陽
県
）

の

人
。

孫

権

　
　

の

長
男

和
の

子
。

孫
権
の

第
六

子

孫
休

薨
じ

て

そ

の

あ

と

を

継

　
　

ぐ
。

呉

の

最

後
の

天

子
。

悪
徳

非
道
の

人
で

あ
っ

た
。

天

紀
四

　
　

年
（

二

八

〇
）

十
二

月
に

卒
し

た
。

年
四
十
二

。

 
徴

為
侍
中

　
『

通

鑑
』

巻

八
一

、

武
帝
の

太
康
三

年
（

二

八
二
〉

　
　

十
二

月
の

条
に

、

　
「

侍
中
王

戎
」

と
み

え

る
。

太

康
元

年
（
．

一

　
　

八

〇
）

安
豊
県
侯
と

な
っ

て

よ

り

以
後
の

こ

と

で

あ
る

が
、

太

　
　

康
三

年
十
二

月
に

、

山

濤
が

司
徒
に

、

衛
璢
が

司
空
と

な
る

な

　
　

ど

大
幅
な
入

事
が

行

わ

れ

て

い

る

の

で
、

そ
の

時
の

可

能
性
が

　
　

強
い

。

 
南
郡
太

守
劉

肇
　
「

南
郡
」

は

湖
北
省
江

陵

県
東
南

。

　
「

劉
肇
」

　
　
に

つ

い

て

は

明

ら

か

で

な
い

。

 
筒

中
細
布
五

卜
端

　
竹

筒
の

中
に

入

れ

た

細
布
五
十
端

。

　
「

端
」

　

　

は

織
物
の

長

さ

の

単
位

。

周
代
で

は
二

丈
、

四
米
半
に

当
た

る
。

　

　

『

文
選
』

巻
四
、

左

思
の

蜀
都
賦
に

「

黄
潤
　
筒
を
比
べ

、

籏

　

　

金
に

も
過
ぐ
る

所
な
り

」

と

あ

り
、

そ
の

劉
注

に
、

　
「

黄
潤
は

　

　

筒

中
の

細
布
を
謂
ふ

。

楊
雄
の

蜀
都

賦

に
、

　
『

筒

中
な
る

黄

潤、

　

　
一

端
数
金
な

り
』

と

日
ふ
」

と

あ
る

。

　
「

黄
潤
」

は
、

布
の

精

　

　

細
な
も
の

。

 
司
隷

　
司

隷
校
尉
の

こ

と
。

国

都
を
中
心

と

す

る

数
郡
を
と
り

し

　

　
ま
る

行
政
監
察

官
。

　
『

世
説
』

雅
量
6

、

劉
注
に

引
く

「

晋
陽

　

　
秋
」

に

よ

る

と
、

司
隷
校

尉

は

劉
毅
と
い

う

人

物
で

あ
っ

た
。

　

　
劉

毅
は

、

字
を
仲

雄
と
い

い
、

東
莱
液
（

山

東
省

摧
県
）

の

出

　

　
身．、

清
亮
方
直
の

人

で
、

人
の

善
不

善

を
よ

く
論
じ

た
の

で
、

　

　
王

公
貴
人

も
そ
の

人

柄

を
仰
い

で

憚
っ

た
。

国
子
祭
酒
、

太

僕
、

　

　
尚

書
な
ど

を
経
て

司
隷
校
尉
と

な
っ

た

が
、

豪
族

を
も
は

ば

か

　

　
ら

ず

糾
正
し

た
の

で
、

京
師
は

肅
然
と

し

た

と
い

う
。

在

職
六

　
　

年
、

太
康
四

年
（

二

八

三
）

十
一

月
に

尚

書
左
僕
射
に

転
じ

た
。

　

　
（

『

晋
書
』

武
帝
紀

、

太

康
四
年
＋

百
に
、

「

尚

書
左
僕
射

　
　

魏
舒
を
以

て

司

徒
と
為
す
」

の

記

事
が

み

え
、

翌

太

康
五
年
正

　

月
に

、

　
「

青
龍
二

　

武
庫
井
中
に

見
る
」

の

記
事
が

み

え

る
。

　

　
『

晋

書
』

本
伝
で

は
こ

の

時
す

で

に

尚
書
左

僕

射
と

な
っ

て

い

　

る
。

）

太

康
六

年
（

二

八

五
）

に

卒
し

た
。

魏
の

人

材
登
用

の

法

　

で

あ

る

「

九
品

官
人

之

法
」

の

弊
害

を
論
評
し

て

い

る
。

　
『

晋

　

書
』

巻

四
五

、

　
『

世
説
』

徳

行
17
劉
注

引

「

王

隠
晋
書
」

に

伝

　

が

あ

る
。
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以

知
而
未

納
故

得
不
坐
　
『

世
説
』

推

量
6
に

、

　
「

王

戎

　
侍

中

　
　

為
り

し

と

き
、

南

郡
太
守
劉

肇
、

筒
中
箋
布
五

端
を
遺
る

。

戎

　
　

受
け

ず
と

雖
も

、

厚
く
其
の

書
に

報
ゆ
」

と

あ

り
、

そ
の

劉

注

　
　
に

引
く

「

晋
陽

秋
」

に
、

　
「

司

隷
校
尉
劉
毅

奏
す

、

　
「

南
郡

太

　
　

守

劉
肇

、

布
五

十
疋
を
以
て
、

物
に

雑
へ

て

前
豫
州
刺
史
王

戎

　
　

に

遺
る

。

請
ふ

、

檻
車
も

て

徴
し

て

廷
尉
に

付
し

て

罪

を

治
め

、

　
　

名
を
除
い

て

身
を
終
は

ら

せ

ん

こ

と

を
一

と
。

戎

　
書
の

未
だ

　
　

達
せ

ざ
る

を
以

て
、

坐
せ

ず
已

と
あ

る
。

こ

の

両

者
に

よ

れ

ば
、

　
　

王

戎
は

、

品
物
は

受
け

取
ら
な
か
っ

た

が
、

劉

肇
の

書
状
に

対

　
　

し

て

誼

を
通
じ

る

返
書
は

書
い

た

も
の

ら
し

い
。

同
劉
注
に

引

　
　

く
「

竹

林
七

賢
論
」

に

は
、

　
「

戎
の

肇
に

報
ゆ

る

の

書
、

議
す

　
　
　
　
み

　
　

る

者

僉
な
以
て

譏
る

を

為
す
」

と

あ

る
。

こ

こ

に
「

知
而

未
納
」

　
　

と
い

う
の

が

ひ

と
つ

は
っ

き

り

し

な
い

。

以
上
の

諸
書
の

記

述

　
　

に

従
え

ば
、

　
「

未

納
」

は

「

筒
中
細

布
」

を
受
け

取
っ

て

い

な

　
　

か
っ

た

こ

と
を
言

う
の

で

あ
ろ

う
。

　
「

知
」

は
、

　
「

司
直
の

手

　
　

の

及
ぶ

ご

と
が

わ

か
っ

て
」

の

意
か

。

 
豈

懐
私

荀
得

　
私
利

私
欲

の

た

め
に
、

理

に

合
わ

な
い

も
の

を
軽

　
　
々

し

く
手
に

入

れ

る

こ

と
は

し

な
い

、

と
い

う
こ

と
。

「

苟
得
」

　
　

は
、

　
『

礼
記
』

曲
礼
上

に
、

　
「

財
に

臨
み
て

苟
も

得
ん

と

す

る

　
　

こ

と

毋
か

れ
」

と

あ

り
、

注
に
、

「

廉

し

さ

を
傷
ふ

が

為
な
り

」

　
　

と

あ
る

。

　
『

世
説
』

雅

量
6
劉
注
に

引
く

「

竹

林
七

賢
論
」

に

　
　

は
、

　
「

戎
の

肇
に

報
ず
る
の

書
は

、

議
す
る

者
僉
な
以

て

譏
る

　
　

を

為
す

。

世
祖
（

武
帝
）

之

を
患
へ

て
、

乃
ち
口

詔
を
発
し

て

　

　
曰
く

、

　
『

戎
の

士

為
る

を
以
て

、

義
と

し

て

豈
に

私
を
懐
は
ん

　

　
や
」

と
。

議

す

る

者
乃

ち
息
む

。

戎
亦
に

謝

せ

ず
」

と

あ
る

。

 
遷
光
禄

勳、

吏

部
尚

書
、

清
の

萬
斯

同
撰

「

晋
将
相
大
臣

年
表
」

　

　
（

二

十
五

史
補
篇

）

に

よ

る

と
、

太
康

十
年
（

二

八

九
）

尚

書

　

　

右
僕

射
、

領
吏
部

、

朱
整
の

歿

後
、

そ

の

あ
と

を
受

け

て

吏

部

　

　
尚

書
と
な
っ

た

こ

と
に

な
っ

て

い

る
。

 
以

母
憂
去
職

　
『

世
説
』

徳

行
17
注
引
「

晋
陽
秋
」

に

は
、

　
「

戎

　

　

豫
州
刺
史
為
り

し

と

き
、

母
の

憂
に

遭
ふ
已

と

あ

る
。

王
戎
が

　

　

豫
州
刺
史
と

な
っ

た
の

は
、

ほ

ぼ

威
寧
五

年
（

二

七

九
）

の

こ

　

　

ろ

で

あ
ろ

う
。

注

 
参
照

。

こ

の

『

晋

書
』

本
伝
の

記
述
で
は

、

　

　

光
禄

勳、

吏
部
尚

書
と

な
っ

て

後
に
、

母
の

憂
有
り

て

職
を
去

　

　

る
、

と
い

う
こ

と

に

な
っ

て

い

る

が
、

王

戎
は

、

恵
帝
の

永
熙

　

　

元

年
（

二

九
〇
）

八

月
に
、

吏
部
尚

書
か

ら

太
子

太

傅
に

遷
っ

　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
ロ
　

　の
　
　

の

　

　　

　

　

て

い

る
。

　
（

恵
帝
紀
）

　
「

母
の

憂

を
以
て

職
を
去
る
」

と

あ

る

　

　
こ

と

と

矛
盾
す
る

。

さ

ら
に
、

こ

の

あ
と
に

続
く

挿
話

の

登
場

　

　

人

物
を
検
す
る

に
、

和

嬌
は

元

康
二

年
（

二

九
二
）

に

卒

し

て

　

　
い

る
。

ま
た

裴

楷
（

文

中
で

は

裴
領
と

な
っ

て

い

る

が
、

楷
の

　

　

誤
り

と
み

る
。

　
『

世

説
』

徳

行
20
余
嘉

錫
の

箋
疏
に

引
く
、

張

　

　

文
林

風

の

螺
江
日

記
七
に

、

王

戎
の

女

婿
で

あ

る

裴
額
が

、

舅
に

　

　

対
し

て
、

じ
か

に

字
で

呼
ぶ

だ

ろ

う

か

と

い

う
疑
問
が

記

さ

れ

　

　

て

い

る
。

）

は
、

元

康
元

年
（

二

九
一
）

に

卒
し
て

い

る
。

さ

ら

　

　

に

決
定
的

な
の

は
、

劉
毅
は
、

太

康
六

年
（

二

八

五
）

に

卒

し

　

　

て

い

る
。

し

て

み
る

と
、

　
『

世

説
』

徳

行
17
注
引

「

晋
陽

秋
」
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の

記
載
が

事
実
に

近
い

よ

う
に

巴

え

る
。

 
性
至
孝
ム

云

　
以
下
の

挿
話
は
、

　
『

世
説
』

徳
行
レ
、

　
「

王
戎

、

　

　

和
轎
、

時
を
同
じ

く
し

て

大
喪

に

遭
ひ

、

倶
に

孝
を
以
て

称
せ

　

　

ら

る
。

王
は

雉

骨
牀
を
支
へ
、

和
は

哭

泣
し

て

礼

を

備

ふ
。

武

　

　

帝

　
劉
仲
雄
に

謂
ひ

て

曰

く
、

　
「

卿
数
≧

王

和
を
省
せ

り

や

不

　

　

や
。

和
の

哀
苦
は

礼

を
過
ぐ
と

聞
き

、

人

を
し

て

之
を
憂
へ

し

　

　

む
』

と
。

仲

雄
曰

く
、

　
『

和
橋
は

礼
を
備

ふ

と
雖
も
、

神

気
は

　

　

損
せ

ず
。

王
戎
は

礼
を

備
へ

ず
と

雖
も

、

哀
毀

し

て

骨
立

す
。

　

　

臣
以
へ

ら
く

、

和
矯
は

生

孝
に

し
て

、

王
戎
は

死

孝
な

り

と
。

　

　

陛
下
、

応
に

嬌
を
憂
ふ
べ

か

ら
ず

し

て
、

応
に

戎
を

憂
ふ
べ

し
』

　

　

と
凶

と

見
え

、

ま

た

そ
の

劉
注
引
「

晋
陽

秋
」

に

は
、

　
「

戎

　

　

豫
州
刺
史
と

為
り

し

と

き
、

母
の

憂
に

遭
ふ

。

性

至
孝
な
れ

ど

　

　

も
、

礼
制

に

拘
せ

ず
、

酒
を
飲

み

肉
を
食
ひ
、

或
る

い

は

棊
亦

　

　

を
観
る

。

而

れ

ど

も
容
貌
は

毀

悴
し

、

杖
つ

い

て

後
に

起
て

り
。

　

　

時
に

汝
南
の

和

嬌
も
亦
名
士
な

り
。

礼

法
を
以

て

自
ら
持
し
、

　

　

大
喪
に

処
り

て

は
、

米
を
量
り

て

食
す

。

然
れ

ど

も
憔

悴
哀
毀

　

　

す
る

こ

と

戎
に

は

逮
ば

ざ

る

な
り
凶

と

見
え

る
。

 
装
顧

　
注

 
参
照

。

王

戎
が

豫
州

刺
史

で

あ
っ

た

の

は
、

呉
の

討

　

　
伐
の

終
わ
っ

た

太

康
元

年
（

二

八

〇
）

五

月
以

前
。

裴
顧
は

永

　

　
康
元

年
へ

三
〇
〇
）

賈
后
が

廃
さ

れ

た

と

き

張
華
と

と

も
に

誅

　

　
さ

れ

た

が
、

年
三

十
四

と

い

う
。

太
康
元

年
（

二

八

〇
）

に

は

　

　
十
四
歳
と
い

う
こ

と

に

な

る
。

裴
楷
の

誤
り

と

み

る

方
が

や

は

　

　
り

無

理
が

な
い

。

 
滅
性
之
誅

　
喪
に

あ

る

と

き
、

そ
の

悲

し

み

の

た

め

に

性

命
を

損

　
　

じ

た

と
い

う

譏
り

。

　
『

礼
記
』

曲
礼
上
に
、

　
「

喪
に

居

る

の

礼

　
　

は
、

毀

瘠
形
れ
ず
、

視
聴
衰
へ

ず
…

…

喪
に

勝
へ

ざ
れ

ば
、

乃

　
　

ち
不

慈
不

孝
に

比

す
巴

と

あ

る
。

ま
た

『

孝
経
』

喪
親
章
に

、

　
　
　

コ

ニ

R
に

し

て

食
し

、

民

を
し

て

死

を
以

て

生
を
傷
な
ふ

無

か

　
　

ら

し

め
、

毀
つ

も

性

を
滅
せ

ざ

ら

し

む
。

此
れ

聖

人

の

政
な
り

巴

　
　

と

あ

る
。

 
和
轎
　
字
は

長

輿
。

汝
南
西
平
（

河
南
省
西
平

県
）

の

人
。

祖
父

　
　

の

沿
は

魏
の

尚

書
令

。

父

逝
は

魏
の

吏
部
尚

書
。

妻
は

王
済
の

　
　

姉
。

少

く

し

て

風
格
が

あ

り
、

母
方
の

叔
父

夏
侯

玄
の

人
と

な

　
　

り

を

慕
っ

た
。

中
書
令
、

太

子

少

傅、

光
禄
大
夫

を

歴
任

し
、

　
　

元

康
二

年
（
．
一

九

二
）

に

卒
し

た
。

　
『

晋
書
』

巻
四

五
、

　
『

世

　
　

説
』

方
正
9
劉
注
引
「

晋
諸
公

賛
」

に

伝
が

あ
る

。

 
量

米
而

食

　
『

儀
礼
』

喪

服
に
、

　
「

粥
を
歓
る

に
、

朝
に
一

溢
の

　
　

米
、

夕
べ

に
一

溢
の

米

な
り

」

と

あ

る
。

　
「

溢
」

は

米
一

升
の

　
　
二

十
四
分
の
一
、

ほ

ぼ

ひ

と

に

ぎ

り
の

量
。

 
帝

武
帝

 
劉

毅

注

 
参
照

 
寝
苫

　
喪
中
の

礼
で

、

わ

ら
で

編
ん

だ

む

し

ろ
に

寝
る

。

『

儀
礼
』

　
　
既
夕
礼
に

、

　
「

倚
廬
に

居

り
、

苫

に

寝
、

塊
を
枕
と
す
」

と

あ

　
　
り

、

そ
の

疏
は
、

　
「

孝
子
が

寝
る

時
は

苫

に

寝
て

土

く
れ

を

枕

　
　
と

す

る
。

苫
に

寝
る

の

は
、

親
が

草
の

中
に

あ

る

の

を
哀
し

み
、

　
　
土

く

れ

を
枕
と

す
る

の

は
、

親
が

土

の

上
に

在
る

の

を
哀
し

む
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た

め

で

あ
る
已

と

説
明
す

る
。

 
生

孝

　
生
命
を
損
う
こ

と

な

く
、

礼
法
に

の

っ

と
っ

て

服
喪
す
る

　
　
こ

と
。

 
死
孝

　
服
喪
の

し
か

た
が
、

生

命
が

損
わ

れ

る

ぽ

ど

で

あ

る
こ

と
。

 
吐
疾
　
嘔
吐
の

症

状
の

あ

る

病

気
で

あ

ろ
う

が

よ

く
わ

か

ら

な
い

。

　
　

『

世
説
』

徳
行
17
に

、

　
「

難
骨

　
牀
を
支
ふ
」

と
あ

る

ほ

ど

だ

　
　

か

ら
、

無
茶
な

食
べ

方
を
し

て

い

た

の

か

も

知
れ

な
い

。

 
楊
駿

　
字
は

文
長

。

弘
農

華
陰
（

鄭
西
省
潼
関
県
）

の

人
。

武
帝

　
　

の

皇
后

楊
氏
の

父

で

あ

る

と

こ

ろ

か

ら
重

位
に

居

る
。

武
帝
の

　
　

病

が

篤
く
な
っ

た

と
き

、

后

は

帝

に

奏
し

て
、

楊
駿

に

輔
政
さ

　
　

せ

た
。

恵
帝
が

即
位
し

て
、

太

傅
と

な
っ

て

な
お

輔
政
し

た

が
、

　
　

恵
帝
の

后
で

あ
る

賈
后

に

憚
ら
れ

て

誅
さ
れ

た
。

永
平
元
年

　
　

（

二

九
一
）

三

月
。

 
拝
太
子

太

傅

　
『

晋
書
』

巻
四

恵
帝
紀

に
、

　
「

永
熙
元

年
（

二

九

　
　

〇
）

秋

八

月
、

吏
部

尚

書
王

戎

　
太

子
太

傅
と
為
る
」

と

あ

る
。

 
東
安
公

鷂

　
字
は

思
玄

、

琅
邪
王

佃
の

子
。

性
剛
毅
に

し

て

威

望

　
　

あ

り
。

博
学
多
才

。

揚
駿
を
誅
す
る

の

際
に

諸
軍
を
統
率
し

て

　
　

功
績
が

あ
り
、

右
衛
将
軍
を
拝
し
、

尚
書
左
僕
射
（

本
伝
作
右

　
　

僕
射
）

と

な
っ

た
。

し

か

し
、

楊
駿
が

誅

さ

れ

た
こ

の

日
の

誅

　
　

賞
三

百
余

人
が
、

み

な

鯀
の

専
断
で

あ
っ

た

こ

と

を
兄

澹
に

中

　
　

傷
さ

れ
、

太

宰
汝

南
王

亮
に

よ
っ

て

免

官
さ

れ

た
。

 
転

中
書
令

、

加
光
禄

大
夫
、

給
恩
信
五

十
人

　
こ

の

時
期

、

ま

た

　
　

こ

の

事
実
は

明
確
に

し

得
な
い

。

　
『

晋
書
』

恵
帝
紀
の

記

述

は
、

　
　

永
煕
元

年
（

二

九

〇
）

八

月、

　
「

吏
部
尚

書
王
戎
を
以
て

太
子

　
　
太

傅
と

為
す

、」

と

あ

り
、

翌
元

康
元

年
（

二

九

こ

四

月
に

は
、

　
　
「

太
子
太

傅
王

戎
を
以
て

尚
書
右
僕
射

と

為
す
」

と

あ

る
。

本

　
　
伝
の

記

述
で
は

、

こ

の

太
子

太
傅
か

ら
尚

書
右
僕
射
の

間
に

、

　
　
中
書
令
、

加
光
禄
大
夫
が

入

る

こ

と
に

な
る

。

さ

ら
に

『

北
堂

　
　
書

鈔
』

巻

五
二

に

引

く

「

王

隠
晋

書
」

に

は
、

恵
帝
の

元
康
元

　
　
年
の

、

尚

書
僕
射

、

光

禄
大

夫

モ

戎
を
も
っ

て

光
禄

大
夫

、

開

　
　
府
儀
同
三

司
と

す
る

詔
が

引
か

れ

て

い

る
。

こ

の

詔

を
信
ず
れ

　
　
ば
、

本
伝
の

記

述
も

恵
帝
紀
の

記
述
も

疑
わ

し

く

な
る

。

　
「

給

　
　
恩

信
五

十
人
一

と

い

う

の

は
、

不

明

で

あ

る
が
、

右
の

『

北

　
　
堂

書
鈔
』

巻

五

二
、

開
府

儀
同

三

司
の

説
明
の

中
に
、

　
「

給
親

　
　
信
」

と

い

う

表

現
が

あ

る
。

こ

の

「

給
恩

信
五

−

r
人
一

と
い

う

　
　
の

は
、

或

る

い

は
、

　
「

開
府
儀
同
三

司
」

と

な
っ

た

時
の

こ

と

　
　
か

も
知

れ

な
い

。

 
遷

尚
書
左
僕
射

　
領

吏
部

　
『

晋
書
』

恵
帝
紀
に

、

　
「

永
平
（

元

　
　
康
）

元

年
（

二

九
一
）

四

月
、

己

巳
、

太

子

太
傅
王

戎
を
以

て

　
　
尚

書
右

僕

射

と

為
す
」

と

あ

る
。

ま

た
、

　
『

北
堂
書
鈔
』

巻
六

　
　

〇
吏
部

尚

書
七

十
四
に

引
く

「

晋
起

居

注
」

に
、

恵
帝
の

元

康

　
　

元

年
（

二

九
一
）

の
、

王
戎
に

吏

部
を
領
せ

し

め

る

詔
が

あ

る
。

宛一
甲
午
制
　

恵
帝
の

と

き

王
戎
の

献
議
に

よ
っ

て

行
わ

れ

た

官
吏

任

　
　

用
の

制
。

官
吏
は
、

県
令
と

し

て

地
方
政
治
を
経
験
し

た

の

ち
、

　
　

中
央
政

府
の

官

職
に

つ

く

と

い

う

も
の

。

　
『

通

典
』

巻一
二一
二

、

　
　

県
令
の

条
に

晋

制

と

し

て
、

　［

宰
県

を

経

ざ

れ

ば
、

入

り

て

台
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郎
と

為
る

を
得
ず
」

と

あ

る

の

が

そ

れ

で

あ
る

。

 
傅
威

字
は

長
虞

。

司
隷
校

尉
傅
玄
の

子
。

文
名
あ

り
。

尚

書
右

　
　

丞
、

冀
州
刺
史
と

な
り
、

恵

帝
の

と

き

御
史

中
丞

と

な
っ

た
。

　
　

の

ち
そ
の

方
面
の

性

格
に

ふ

さ

わ

し

く
、

司
隷
校
尉
と

な
り

行

　
　

政
監

察
に

つ

と
め

た
が

、

王

戎
を

弾
劾
し

た

の

が

も

と

で

官
を

　
　

免
じ

ら

れ

た
。

元

康
四

年
（

二

九
四
）

五

十
六

歳
で

卒
し

た
。

　
　

　
『

文
選
』

に
一

詩

を
載
す

。

　
『

晋
書
』

巻
四

七

に

伝
が

あ
る

。

 
三

載
考
績

、

三
考
黜

陟

幽

明

　
『

尚

書
』

舜
典
に

見

え

る
。

群
官

　
　

を
任
命
し

て

三
年
経
つ

と

そ
の

功

績
を

考
課
し
、

そ

れ

を
三

回

　
　

行
っ

た

の

ち
、

幽

な
る

者
と

明
な
る

者
を

分
け

、

幽
な

る

者
は

　
　

黜
退

さ

せ
、

明

な

る

者
を

昇
進
さ

せ

た
。

 
典

謨
　
　
『

尚

書
』

の
、

堯
典

、

舜
典

、

大

禹
謨
、

皋
陶

謨
、

益
稷

　
　

の

二

典
三

謨
。

 
戎

与

賈、

郭
通

親

　
『

晋

書
』

巻

三
一
、

恵

賈
皇
后
伝
に
、

　
「

初

　
　

め

武
帝
　
太
子
の

為
に

衛
瓏
の

女
を
取

ら

ん

と

欲
す
る

も
、

元

　
　

后

賈
郭
親
党
の

説
を
納
れ

て
、

賈
氏
と

婚
せ

ん

と

欲
す
」

と

　
　

あ
り
、

ま

た
、

　
『

晋
書
』

巻

四
〇

　
郭
彰
伝
に
、

　
「

郭
彰

字
は

　
　

叔
武

。

太

原
の

人
。

賈

后
の

従
舅
な

り
。

賈
充
と

素
よ

り

相

親

　
　

遇
し

、

充
の

妻

　
彰
を
待

す

る

こ

と

同
生
の

若
し

。

散
騎
常
侍
、

　
　

尚

書
、

衛
将
軍
を
歴
、

冠
軍
県
侯
に

封
ぜ

ら
れ

る
。

賈
后

の

朝

　
　

を
専
ら
に

す

る

に

及

び
、

彰
も

権
勢
に

豫
参
す

。

物
情
帰

附

し
、

　
　

賓
客
門
に

盈
っ

。

世
人

称
し

て

賈
郭
と

為
す
は

、

謐
と

彰
を

謂

　
　
ふ

な
り

」

と

あ

る
。

王

戎
と

賈
、

郭

両
氏

と

の

関
係
は

次
の

図

の

よ

う

で

あ

る
。

郭
全

ー
繿

漁
王 正
戎

［

Il

豫

1

晴
「

女

賈

充

fi
　
女
（

槐
）

ー
黎
民

ー
圈

　
　

　
　
　

　

→

　
　
恵
帝

　
…

　
　

×

　
　
…

女×裴

秀

ー

n
赦

蹲
）

｝

　

　
　
×

　
…

　

　
　
韓

寿
ー

謐

　

　
　
頁

鎮 口

奕 彰

危×王

氏
（
王
戎
の

女
）
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尋
転
司

徒

　
『

晋
書
』

恵
帝

紀
、

元
康
七

年
（

二

九
七
）

九
月
に
、

　
　

「

尚

書
右
僕
射
王
戎

を
以

て

司
徒
と

為
す
」

と

あ
る

。

 
愍
懐
太

子

　
名
は

這
、

字
は

煕
祖

。

恵
帝
の

長
子

。

母
は

賈
后
で

　
　

な
く
謝
才
人

。

幼
に

し

て

聡
慧

。

武
帝
に

愛
さ

れ
た

。

恵
帝
即

　
　

位
し

て

皇
太
子
と

な
り

、

徳

望
あ
る

人

物
を
師

傅
に

選
ん

だ
。

　
　

何
劭
を
太
師

、

王

戎
を
太

傅
、

楊
済

を
太
保

、

裴

楷
を
少
師
、

　
　

張
華
を
少

傅
、

そ
し
て

和
嬌
を
少
保
と

す
る

。

令
誉
高
き

が

た

　
　

め

に

賈
后
に

忌
ま

れ
た

。

太

子
は

鰯

気
の

人

で
、

賈
后
の

甥
の

　
　

賈
謐
が

賈
后
の

貴
き

を
恃
み

と
し

て

振
る

舞

う
の

が

気
に

い

ら

　
　

ず
、

事
々

に

賈
謐
を

軽
ん

じ

て

賈
后
に

譖
せ

ら
れ

、

元

康
九

年

　
　
（

二

九
九

）

十
二

月
、

皇
太

子
を
廃
さ

れ
、

翌

永
康
元

年
（

三

　
　

〇
〇
）

三
月

、

害
せ

ら
れ

た
。

時
に

年
二

十
三

で

あ
っ

た
。

 
裴
顧

、

戎
之
婿
也
　
　
「

裴
顧
」

に

つ

い

て

ぱ

注

 一
参
照

。

『

世
説
』

　
　

任
誕

14
注
引
「

裴
氏

家
禄
」

に
、

　
「

顧
は

戎
の

長
女
を
取

る
」

　
　

と

あ

る
。

 
顧
誅

　
太

煕
元

年
（

二

九
〇
）

武
帝
薨
じ

た

の

ち
、

暗
愚
の

恵
帝

　
　
が

即

位
し

、

楊
太
后

の
一

族

で

あ

る

太

傅
楊
駿
が

輔
政
す
る
が
、

　
　

や
が

て

賈
后

は

楊
駿
を
誅
し
、

楊
太
后

を
廃
し

て

庶
人

と

な

し
、

　
　

権
を
ほ

し

い

ま
ま
に

し

た
。

そ
れ

に

反

発
し

た

趙
王
倫
は

、

永

　
　

康
元

年
（

三

〇
〇
）

四
月

、

兵

を
起
し

て

賈
后

を
殺
し

、

恵
帝

　
　

を
廃
し

て

自
ら
帝
位
に

つ

い

た
。

こ

の

ク

ー

デ

タ

ー

に

際
し

、

　
　

裴
額
は

司
空
の

張
華・
と

と

も

に

殺
さ

れ

た
。

初
め

趙
王
倫
は

へ

　
　
つ

ら
っ

て

賈
后
に

事
え

た
。

裴
顧
は

こ

れ

を
悪
み

、

倫
の

召

き

　

　
に

応
ぜ

ず
、

倫
の

怨
み

を
買
っ

て

い

た
。

 
斉
王

間
起
義

　
『

晋
書
』

恵
帝

紀
、

永

寧
元

年
（

三

〇
一
）

三

　

　

月
に

、

「

平
東
将
軍

、

斉
王

冏
　
兵

を
起
し

て

以
て

倫
を
討
つ
」

　

　
と

あ
る

。

 
孫
秀

　
『

世

説
』

賢
媛
17
劉
注
引
「

晋
諸
公
賛
」

に
、

　
「

孫
秀

、

　

　
字
は

俊
忠

。

琅

邪
の

人

な
り

。

初

め

趙
王

倫
の

琅
邪
に

封
ぜ

ら

　

　
れ
し

時、

秀
給
せ

ら
れ

て

近
職
の

小
吏
と

為
る

。

倫
数
ζ

秀
を

　

　

し

て

書
疏
を
作
ら
し

め
、

文
オ
倫
の

意
に

称
ふ

。

倫

　
趙
に

封

　

　
ぜ

ら
る

る

や
、

秀

　
戸
を
徙

し

て

趙
入

と

為
る

。

用
っ

て

侍
郎

　

　

と

為
し

、

之
を

信
任
す
」

と

あ

る
。

ま

た

「

晋
陽

秋
」

に

は
、

　

　

「

倫

　
位

を

簒
ふ

や
、

秀

　
中
書
令
と

為
り

、

事
は

皆

な
秀
に

　

　

決

す
。

斉

王
の

誅
す

る

所
と

為
る
」

と
あ

る
。

 
趙
王

倫
子
　
司
馬

菩
（

世
子
）

、

馥
、

虔
、

調
の

四
子
あ

り
。

い

　

　

ず
れ

か

は

不
明

。

 
博
士

王

鷂

　
「

晋

書
』

王

戎
伝
に

の

み

名
が

あ

る
。

　
『

世
説
』

に

　

　

も
な
し

。

伝
不
明

。

 
恵
帝

反
宮

永
寧
元

年
（

三

〇
一
）

四
月
の

こ

と
。

 
以

戎
為
尚

書
令
　
『

資
治

通
鑑
』

巻
八

四
、

恵
帝
永
寧
元
年
（

三

　

　

〇
一
）

の

六
月
に

、

　
「

又

前
の

司
徒
王
戎
を
以
て

尚
書
令
と

為

　

　

す
」

と
あ

る
。

 
河

間

王

顯

　
字
は

文
載

。

宣
帝
の

弟
安
平
献
王

孚
の

孫
。

太

原
烈

　

　

王

懐
の

子
。

＄
成

都
王

穎

字
は

章
度

。

武
帝
の

第
十
六

子
。
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電
誅
斉
王

冏

　
『

晋
書
』

恵
帝

紀
、

太

安
元
年
（

三
〇
二
）

十
二

月

　

　

に
、

　
「

河
間
王

顯
　
斉
王

冏
は

神
器
を
窺
伺
し

て
、

君
を
無
み

　

　

す
る

の

心

有
り

と

表
し

、

成
都

王

穎
、

新

野
王

歌
、

范
陽

王

琥

　

　

と

同
に

洛
陽

に

会
し
、

冏
を
廃
し

て

第
に

還

さ

ん
こ

と

を

請
ふ

。

　

　

長

沙
王

乂

　
乗
輿

を

奉
じ

て

南
止
車
門
に

屯
し

、

聞
を

攻
め

て

　

　

之
を

殺
す
」

と

あ

る
。

雹
孫
秀
為
逆

　
注

 ）

参
照

。

同
様
の

文
が

『

晋
書
』

巻
五

九
斉
王

冏

　

　

伝
に

あ
る

。

　
『

通
鑑
』

巻

八

四
、

恵
帝
永
煕
元

年
に

、

　
「

孫
秀

　

　

専
ら

朝
政
を
執
り

、

倫
の

出
だ
す

所
の

詔

令

は
、

秀

輒
ち

改

更

　

　

与
奪
し

、

自

ら

青
紙
に

書
し

て

詔

と

為
す

。

或

ひ

は

朝
に

行
し

　

　

タ
ベ

に

改
め

、

百

官
の

転
易
流
る

る

が

如

し
」

と

あ

る
。

 
二

王

　
河
間

王

顯、

成

都
王

穎
。

 
葛
旗

永
寧
元

年
（

三

〇
一
）

六

月
、

趙
王

倫
の

ク

〜

デ

タ

ー

を

　

　

鎮
定
し

た

功
に

よ

り
、

斉
王

冏
の

功

臣

葛
旗
は

牟
平
公
に

封
じ

　

　

ら
れ

た
。

　
（

『

晋
書
』

恵
帝

紀
）

　

伝
は

、

　
『

世
説
』

方
正
17

　

　

劉
注
引
「

斉

王

官
属
名
」

に
、

　
「

旗
字
は

虚

旗、

斉
王
の

従
事

　

　

中
郎
凶

と

あ

り
、

ま

た
、

　
「

晋
陽
秋
」

に
、

　
「

斉
王
義
を
起
し

　

　
て

長

史
に

転

ず
。

既
に

趙
王

倫
に

克
ち
、

董
艾
等
と

専
ら

威
権

　

　

を
執
る

。

冏
敗
れ

て
、

誅

せ

ら

る
」

と

あ
る

。

軌
慕

蓮
伯
玉
之
為
人

、

与

時
舒
巻

　
「

蓮
伯

玉
」

は
、

春
秋

時
代
の

　

　
衛
の

大
夫

。

　
『

論
語
』

衛
霊
公
に
、

　
「

子

曰

く
、

　
『

直
な

る

か

　

　
な
史

魚
、

邦
に

道
有
る

も
矢
の

如

く
、

邦
に

道
無
き

も

矢
の

如

　

　
し

。

君

子

な
る

か

な

蓮
伯

玉
、

邦
に

道
有
ら

ば
則
ち

仕
へ
、

邦

　
　

に

道
無
け

れ

ば

則
ち

巻
き

て

之

を
懐
に

す
べ

し
』

と
已

と

あ

る
。

　
　
　
「

与
時
舒
巻
」

と
は

、

時
の

流
れ
に

応
じ

て

身
の

処
し

方
を
決

　
　

め

る

と

い

う
こ

と
。

こ

の

こ

と
に

つ

い

て
、

載
逵
の

王

戎
弁
護

　
　

の

論
が

あ

る
．．

　
「

世
説
』

倹
齎
3
劉
注
に

、

　
「

戴

逵
之
を

論

じ

　
　

て

曰

く
、

　
「

王

戎
は

危
乱
の

際

に

晦
黙
し

て
、

憂
禍
を
免
る

る

　
　

を
獲
た

り
。

既
に

明
に

し

て

且
つ

哲

な

れ

ば
、

是

に

於
て

在
り

」

　
　

と
。

或
る

ひ

と

曰

く
、

　
「

大
臣
の

心

を
用

ゐ

る
、

豈
に

其
れ

然

　
　

ら
ん

か
」

と
。

曰

く
、

　
「

運
に

は

険
易

有
り
、

時
に

は

昏
明

　
　

有

り
。

子
の

言
の

如

く
ん

ば
、

則
ち

蓮
瑳

、

季
札
の

徒
は

、

皆

　
　

な

責
を

負
ふ

な
り

。

古
へ

よ

り

観
れ

ば
、

豈
に
一

王
戎
な

ら

ん

　
　

や
」

と

あ

る
。

鯉
蹇
諤
之
節

　
正

直
な

行
い

。

直
言
し

て

憚
ら

な
い

態

度
。

 
典

選

　
選
挙
を
典
る

。

 
拝
司
徒
　
　
『

晋
書
』

恵
帝
紀
、

元

康
七

年
（

二

九

七
）

九

月
に

、

　
　

「

尚

書
右
僕
射
王

戎
を
以
て

司
徒
と

為
す
」

と
あ

る
。

雹
鼎

司

　
三

公

の

こ

と
。

 
委
事
僚

粟

部
下
に

政

事
を
任

せ

る
こ

と
。

　
『

北
堂

書
鈔
』

巻
五

　
　
二

に

引
く

「

王
隠
晋
書
」

に
、

　
「

王

戎

　
字
は

濬
沖

。

王
渾
に

　
　

代
り

て

司
徒
と

為
る

。

長
史
、

西

曹
掾

を
高
選

し

て
、

任
を
委

　
　
ね

成

を
責
む
」

と
あ

る
，

 
問

乗

小

馬
云

云

　
『

太

平
御
覧
』

巻

八

九
七
に

引
く
、

　
「

竹
林
七

　
　

賢
論
」

に

も

次
の

よ

う

に

見
え

る
。

　
「

王

戎
簡
脱
に

し

て
、

儀

　
　
形
を

持
せ

ず
、

好
ん

で

巴

騏
の

馬
に

乗

る
。

一
二

司
と

為
る

と

雖
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も
、

率

爾
と

し

て

私
か
に

行
き

、

園
田

を
巡

省
し

て
、

一

人

を

　

　

も
従
へ

ず
、

手
巾
を
以

て

腰
に

挿
す

。

戎
の

故
吏
多
く
大
官
に

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
め

け

み

ち

　

　

至
る

。

相
逢
へ

ば
戎

輒
ち

下
道
し

て

之
を

避
く
凶

 
性
好
興
利

　
『

初

学
記
』

巻
一

八
、

「

徐

広

晋

紀
」

に

は
、

「

王

　

　

戎

　
貨

財
を

殖
し

、

家
億
数

百
あ

り
」

と

あ

る
。

 
広

収
八
方

、

園
田

水
碓

、

周
偏
天

下
　
『

世

説
』

倹
嗇
3
に

、

「

司

　

　

徒
王

戎
、

既
に

貴
に

し
て

且
つ

富
め

り
。

区

宅
僮
牧

、

膏
田

水

　

　

碓

の

属
、

洛

下
に

比
ぶ

も
の

無
し

。

契
疏

鞅
掌

、

毎
に

夫

人

と

　

　

燭

下
に

籌
を
散
じ

て

算
計
す
」

と

あ

る
。

 
毎
自
執
牙

籌
云

云

　
注

 
参
照

。

同
劉

注

引

「

王

隠

晋
書
」

に

も
、

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
あ

ま

　

む

　

　

「

戎
は

生
を

治
む

る

を
好
み
、

園
田

　
天

下

に

周
偏
し

。

翁

嫗

　

　
二

人

し

て
、

常
に

象
牙
の

籌
を
以

て

昼
夜
家
の

資
を
算
計
す
」

　

　

と

あ

り
、

ま
た

「

晋
陽
秋
」

に

は
、

　
「

戎

　
財
賄
を
多
殖
し

、

　

　

常
に

足
ら

ざ
る

が

若
し

。

或
る

ひ

と

謂
へ

ら

く
、

　
『

戎
故
ら
に

　

　

此
れ

を
以

て

自
ら

晦
す

る

な
り

』

と
」

と

あ

る
。

 
倹
晉
不

自

奉
養
云

云

　

『

世
説
』

倹
嗇
2
に
、

　
「

王

戎
倹
吝
な
り

。

　

　

其
の

従
子
婚
す
る

や
、

一

単
衣

を
与
ふ

る

も
、

後
更
め

て

之

を

　

　

責
む
」

と

あ

り
、

劉
注
に

引
く

「

王

隠
晋
書
」

に
、

　
「

戎
の

性

　

　
は

至
倹
に

し

て
、

自
ら

奉
養
す

る

こ

と

能
は

ず
。

財
は

外
に

鴿

　

　
だ

さ

ず
。

天

ド
の

人
謂
ひ

て

膏

肓
の

疾
と

為
す
一

と

あ

る
。

 
女
適

裴
頒
、

貸

錢
数
万

　
『

世
説
』

倹
嗇
5
に
、

　
「

王

戎
の

女

裴

　

　

領
に

適
く
に
、

錢
数
万
を
貸
す

。

女

帰
る

も
、

戎
の

色

悦
ば

ず。、

　

　
女

遽
か

に

錢
を
還
せ

ば
、

乃
ち

釈
然

た

り
」

と

あ
る

。

 
従
子

将
婚
、

戎
遺
遺
其
一

単
衣

　
注

 

 
家
有

好
李、

常

出
貨
之

　
『

世

説
』

倹
嗇
4
に

、

　
「

王

戎

　
好
李

　
　
有
り

。

常
に

之

を
賣
り

て

人
の

其
の

種
を
得
ん

こ

と

を
恐
れ

、

　
　
　

　
　
　
た

ロ

　

　
　
う
が

　
　
恆
に

其
の

核
を

鑚
て

り
」

と

あ

る
。

 
其

後

従
帝

北
伐

　
永
興

元

年
（

三

〇
四
）

七

月
の

こ

と
。

太
安
元

　
　

年
（

三

〇

二
）

十
二

月、

斉

王

冏
を
誅
殺
し

た

長
沙
王
乂
は

、

　
　
太

安
二

年
（

三

〇一
二
）

に

失

脚
し

、

河
間
王

額
、

成
都
王
穎
が

　
　
権
を
専
ら

に

し

て

い

た

が
、

永
興
元

年
（

三
〇
四
）

七
月
、

恵

　
　
帝
は
、

司

徒
王

戎
、

東
海
王

越
ら
を
従
え

て

郭
下
の

成
都
王
穎

　
　
の

討
伐
に

向
か

っ

た
。

衆
十
余
万
を
擁
し

て

安
陽
に

至
っ

た

と

　
　
こ

ろ
、

鄰
中
は

震
え

お
の

の

き
、

天

子
の

親
征
に

対

し
て

謝
罪

　
　
す
べ

き
の

論
が

起
っ

た

が
、

穎
は

聞
か

ず
、

石
超
を
や
っ

て

衆

　
　
五

万

で

応
戦
さ
せ

、

一

方
陳
畛
の

二

弟
匡

、

規
を
恵
帝
の

行
在

　
　
所
に

や

り
、

鄰
中
は

皆

離
散
す

と

い

わ

せ

た
。

た

め

に

攻

撃
の

　
　
手
が

ゆ

る

み
、

石
超
の

急
襲
に

あ
っ

て
、

六

軍
は

蕩

陰
に

敗

績

　
　
し

た
。

時
に

奮

農
の

子

毬
紹
は

ひ

と
り

恵
帝
を
守
っ

て

戦

死

し

　
　
た

。

穎
は

帝

を
郭
に

迎

え

た
。

八

月
、

安
北
将
軍
王

浚
は

成

都

　
　
王

穎
を

鄰
に

伐

ち
、

大
い

に

こ

れ

を
敗
っ

た
。

成
都

王

穎
は

恵

　
　
帝
を
奉
じ

て

洛
陽
に

走
っ

た
。

王

戎
も
そ
れ

に

従
っ

た

も
の

で

　
　
あ

ろ

う
。

 
陜

　
河
南
省

輔
城

県
。

洛
陽
県
の

西
。

 
永
興
二

年、

薨
　
永
興

二

年
（一
二

〇
五
）

六

月

甲
子
（

四

日
）

侍

　
　
中
、

司

徒
、

安
豊
侯

王

戎
薨
ず

。

　
（

『

晋

書
』

恵
帝
紀
）
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嘗
目

山

濤
如

璞
玉

渾
金
　
『

世
説
』

賞
誉
10
に

、

　
「

王
戎

　
山

巨

　
　

源
を
目

し

て
、

　
『

璞
玉

渾
金
の

如

し
。

人

皆
な

其
の

宝
な

る

を

　
　
よ

う

ニ

　
　

欽
ぶ

も
、

其
の

器
に

名
つ

く

る

を

知

る

莫
し

』

と
」

と

あ
る

。

　
　

「

璞
玉
」

は
、

加
工

さ

れ

て

い

な
い

玉
。

あ

ら
玉

。

　
「

渾
金
」

　
　

は
、

精
錬
さ

れ

て

い

な
い

鉄
。

あ

ら

が

ね
。

 
王
衍

神
姿
高
徹
　
『

世
説
」

賞
誉
16
に
、

　
「

王

戎
云
ふ

、

　
「

太

尉

　
　

は

神

姿

高
徹

、

瑞
林
瓊
樹
の

如

し
。

自
然
と

し

て

是

れ

風

塵

外

　
　

の

物

な

り
一

と
已

と

あ

る
。

　
「

王
衍
」

は
、

字
を
夷

甫
と
い

い
、

　
　

琅
邪
臨

沂
の

人
。

父
の

乂
は

平
北
将
軍

。

王
戎
の

従
弟
で

あ
る

。

　
　

少
年

時
代
か

ら

異

才
の

人

で
、

山

濤
は

そ
の

非
凡
に

感
嘆
し
、

　
　

羊
枯
は

そ
の

オ
の

国
に

禍
す

る

を
恐
れ

た

と

い

う
。

十
七
歳
で

　
　

遼
東
の

太
守
に

推
さ
れ

た

が

辞
退

し
、

の

ち

太

子
舎

人

か

ら
黄

　
　

門

侍
郎

、

尚

書
令
と

累
進

し

て

ゆ

く
。

そ
の

間
世
事
を
論
ぜ

ず
、

　
　

専
ら

老
荘
を
談
じ

て
、

清

談

界
の

領
袖
と

な

る
。

の

ち
、

司
空

、

　
　

司
徒
と

栄
進
す
る

が
、

宰

輔
の

重
任

を
果
さ

ず
、

保

身
に

つ

と

　
　

め
、

永

嘉
五

年
（
＝

＝

一
）

、

匈
奴
の

王

劉
聡
の

将
石

勒
の

捕

　
　

虜
と

な
っ

て

殺
さ

れ

た
。

五

十
六

歳
で

あ
っ

た
。

伝
は

、

　
『

晋

　
　

書
』

巻

四
三
、

　
『

世
説
』

言
語
23
劉

注
引
「

虞
預
晋
書
」

に

あ

　
　
る

。

 
苟
助

字
は

公

曽
。

潁
眉

潁
陰
（

河
南
省
許
昌
県
）

の

人
．．

漢
の

　
　

司
空
荀
爽
の

曽
孫

。

十

余

歳
で

能
く

文

を

属

る
。

従
外
祖
の

鍾

　
　

蘇
は

、

　
「

此
の

子

は

曽

祖
の

苟
爽
の

よ

う
に

な
る

だ

ろ

う
」

と

　
　

言
っ

た

と
い

う
。

人

柄
が

よ

く
、

安
陽
の

令
と

な
っ

た

と

き

は
、

　

　

民
が

そ
の

遺
徳

を
偲
ん

で
、

生
前
に

祠
を
立
て

た
。

侍

中
、

中

　

　

書
監

、

守
尚

書
令

と

累
遷
し

た

が
、

賈

充
と

親

し

く
、

武
帝
が

　

　

賈
妃
を
廃
せ

ん

と

し

た
の

を
諌
請
し

て
、

賈

后
の

誕
生

を
助
け

　

　

た

た

め
、

傾
国
害

時
の

臣
と
お

と

し

め

ら
れ

た
。

太
康
十
年

　

　

（

二

八

九
）

に

卒
し

た
。

　
『

晋
書
』

巻

三

九
、

　
『

世
説
』

方
正

　

　

14
劉
注
引
「

虞
預
晋
書
」

に

伝
が

あ

る
。

 
陳
道
寧

伝

不
詳

　
『

晋
書
』

の

こ

こ

に

名
が

あ

る
の

み
。

　
『

晋

　

　

書
』

巻

九

五

に

伝
が

あ
る

陳
訓

、

字
を
道
元
と
い

う
。

或
い

は

　

　

兄
弟
か

。

　
「

縷
縷
」

の

語
、

意
不
明

。

 
王

敦
　
字
は

処

仲
。

琅
邪
臨

沂
の

人
。

王

戎
の

族
弟

。

そ
れ

ぞ
れ

　

　
の

高
祖
父
が

兄
弟

。

王
導
の

従
兄

。

妻

は

武
帝
（

司
馬
炎
）

の

　

　

女
。

剛
忍
の

性
格
で

、

王
導
は
、

　
「

処

仲
が

世
事
に

当
た

れ

ば
、

　

　

残
忍
な
心
が

わ

ざ
わ
い

し

て
、

よ
い

死
に

方
は

で

き

ま
い
」

と

　

　

言
っ

て

い

た
。

元
帝

（

司
馬
睿
）

を
奉
じ

て
、

王

導
と

と

も
に

　

　

東
晋
の

創
業
に

功
績
が

あ

り
、

江
州
刺
史

、

侍
中

、

大
将

軍
、

　

　
荊

州

牧

と

累
遷
し

た
が

、

元

帝
が

劉
隗

、

ヨ
協
を
腹
臣
と

し

て

　

　
王

氏
の

勢
を
お

さ

え

よ

う

と

し

た

の

を
憤
っ

て

謀
反
し
、

失
敗

　

　
の

な
か

に

太
寧
二

年
（

三
二

四
）

七

月
、

病

歿
し

た
。

時
に

五

　

　
十
九
歳

。

　
『

晋
書
』

巻
九
八
、

　
『

建

康
実

録
』

巻

六

に

伝
が

あ

　

　
る

。

 
嘗
経
黄
公

酒
壙
下
過
云

云

　
『

世
説
』

傷
逝
2
に
、

同
様
の

記
事

　

　
が

み

え

る
。

　
「

王

濬
沖
　
尚

書
令
為
り

し

と

き
、

公

服
を

著
け

、

　

　
紹
車
に

乗

り
、

黄
公
の

酒
櫨
の

下
を
経
て

過
ぐ
、

顧

み

て

後
車
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の

客
に

謂
へ

ら

く
、

　
『

吾
昔
苗
叔
夜

、

阮
嗣
宗
と

共
に

此
の

壊

　
　
に

酣
飲

し
、

竹
林
の

遊
も
亦
其
の

末
に

預
れ

り
。

愁

生
夭
し

、

　
　
阮
公

亡
じ
て

よ

り

以

来
、

便
ち

時
の

羈
紲
す
る

所
と

為
る

。

今

　
　
日

此
れ
を
視
る

に
、

近

し

と

雖

も

逸
と

し
て

山

河
の

若
し

』

と
已

　
　
な
お

劉
注

引
「

竹
林
七

賢
論
」

に

は
、

　
「

俗
伝

此
の

若

し
。

潁

　
　
川
の

痍
爰
之
嘗
て

以
て

其
の

伯
文
康
に

問

ひ

し
に

、

文
康
云
へ

　
　
ら

く
、

　
『

中
朝
に

は

聞
か

ざ

る

所
に

し

て
、

江
左
に

忽
ち
此
の

　
　

論
有
り
。

蓋
し

好
事
者
の

之

を
為
さ

ん

の

み
』

と
已

と

あ

る
。

 
孫

秀

注

 

 
子

万

　
『

世
説
』

賞
誉
29
に
、

竹

林
の

七

賢

そ
れ

ぞ
れ

の

子
ど

も

　
　
に

つ

い

て

の

評
が

記

さ

れ

て

お

り
、

王
戎
の

子
の

そ
れ

は
、

　
　

「

戎
の

子

万

子
、

大
成
の

風

有
れ

ど

も
、

苗
に

し
て

秀
で

ず
」

　
　

と
い

う
。

　
「

苗
に

し

て

秀
で

ず
」

と

は
、

　
『

論
語
』

子
罕

篇
の

　
　

「

子

曰
く

、

　
『

苗
に

し

て

秀
で

ざ

る

者
も

有
る

か

な
。

秀

で

て

　
　

実

ら
ざ
る

者
も
有
る

か

な
』

と
已

の

こ

と
ば

を
踏
ま
え

て
、

能

　
　

力
を
出
さ

ぬ

ま
・

夭
折
し

た
こ

と

を
惜
し

む

こ

と
ば

で

あ

る
。

　
　

こ

の

劉
注

引
「

晋
諸

公

賛
」

に

は
、

　
「

王
綏

　
字
は

万
子

。

太

　
　

尉
の

掾
に

辟
さ

る

る

も
、

就
か

ず
。

年
十
九
に

し

て

卒
す
」

と

　
　

あ
る

。

ま

た
、

同
傷
迸

4
に

は
、

　
「

王

戎

　
兒

万

子

を
喪
ふ

や
、

　
　

山

簡
往
き

て

之

を
省
す．．

王

悲
し

み

て

自

ら

勝
へ

ず
。

云

云
」

　
　

と

あ
り

、

そ
の

劉
注
引
「

王

隠
晋
書
」

は
、

　
「

戎
の

子
綏

、

裴

　
　

遁
の

女

を
取
ら
ん

欲
す

。

綏
既
に

早
く
亡

ず

れ

ば
、

戎
過
だ

傷

　
　

痛
し

て
、

人
の

之

を
求
む
る

を
許
さ
ず

、

遂
に

老
に

至
る

ま
で

　

　
敢
て

聖

る

老
無
し

」

と
い

う
。

戎
の

子
、

　
『

普
書
」

は
、

名
万

　

　
と

し
、

　
「

晋
諸
公

賛
」

は
、

名
は

綏
、

字
は

万
子

。

　
「

王
隠
晋

　

　
書
」

は
、

名
を

綏

と

し
、

　
『

世
説
』

は
、

名
を
万

子

と

す

る
。

　

　
い

ず
れ

が

是

で

あ

る

か

不
明

。

 
庶

子
典

伝
不
明

 
不
歯

　
戸
籍
に

登

録
し

な
い

こ

と
。

 
従
弟
陽
平
太
守
焙

　
王

衍
の

弟
、

伝
不
明

。
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